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イ
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革
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対

仏

戦
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ロ
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ダ
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ロ
ー
ダ
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l
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ロ
i
ダ
I
デ

I
ル
の
経
済
政
策
論

川
ロ
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統
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以
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前
号
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ロ
ー
ダ
I
デ
l
ル
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経
済
政
策
論

H
l
i対
仏
戦
争
と
イ
ギ
リ
ス
政
治
制
度

の
危
機

l
i

[
補
論
〕
?
l
ダ
l
デ
l
ル
と
産
業
革
命
|
|
匂
な
な
芯
志
、
遺
言
ミ
¥
号
言
、
，

司
旬
。
L

刊
の
Z
Q
H
N
ω
ミ
芯
ぎ
・
。
混
同
恥
ぬ

2
5
S苦
言
、
句
。
L

『
同
居
。
旬
、
な
p

q
ミ

s・
5
8に
つ
い
て
1
i
l
(
以
上
本
号
)

剛
山
ロ
ー
ダ
l
デ

l
ル
の
経
済
政
策
論
同
i
|
財
産
の
分
配
の
変
化
と
地
主
階
級

の
立
場
i
1
1

小
結

四

ロ
ー
ダ

l
デ

i
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
ハ
ニ
)

服

正

治

ロ
ー
ダ

l
デ

l
ル
の
経
済
政
策
論

川

口

l
ダ
!
日
ア

i
ル
の
経
済
政
策
論
付

l
l対
仏
戦
争
と
イ
ギ
リ
ス

政
治
制
度
の
危
機
ー
ー

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
ピ
ッ
ト
内
閣
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
へ
の
内
政
干
渉

ヨ
γ
ス
テ
イ
テ
ユ
i
シ
ヨ

γ

戦
争
が
は
じ
ま
る
前
の
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
制
度
と
財
産
の
分
配
状
態

と
は
|
|
特
に
議
会
代
表
制
度
に
関
し
て
改
革
す
べ
き
点
は
存
在
す
る
が

l
l
a基
本
的
に
良
好
で
あ
り
支
持
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
ロ

ー
ダ

l
Jア
l
ル
の
認
識
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ピ
ッ
ト
内
閣
は
「
〔
フ

ラ
ン
ス
と
の
〕
戦
争
は
、
外
国
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
力
を
伸
長
さ
せ
る

確
実
な
方
法
で
あ
り
、
ま
た
国
内
で
は
平
穏
と
安
定
と
を
確
保
し
、
そ
し

二
三
九



ロ
ー
ダ

l
Jア
l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
(
二
〉

て
イ
ギ
リ
ス
政
治
制
度
合
自
己
目
立
音
与
を
保
持
す
る
唯
一
の
方
法
で

あ
る
」
円
e
h
皇
内
三
芯
同
宮
、
E
ヨ
ミ
年
ミ
ミ
ト
唱
・
ω
日
〉
と
い
う
口
実
で

戦
争
を
は
じ
め
|
|
戦
争
の
真
の
目
的
は
ピ
ッ
ト
内
閣
へ
の
反
対
者
を
弾

圧
し
弱
体
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
権
力
安
維
持
す
る
こ
と
で

あ
る
日
い
も
か
か
わ
ら
ず

1
l、
結
局
、
財
斥
の
分
配
を
人
為
的
に
変
化
さ

せ
、
ひ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
政
治
制
度
を
変
質
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
、
と

ロ
v
l
ダ
l
デ

i
ル
は
考
え
る
。

こ
主
し
て
、
ピ
ッ
ト
内
閣
に
よ
る
対
仏
戦
争
へ
の
反
対
と
い
う
形
で
ロ

ー
ダ

l
デ

i
ル
の
初
期
の

1
1』
と
く
に
、
山
)
一
h
ミ
同
町
三
円
。
豆
、
』
守
号
、
旬
。
¥

待。HNQ3札
-
H
叶
宮
山
@
h刊誌
F
a
g
s
。
¥
ぬ
旬
、
S
F
H
叶
也
由
一
@
M
1
b
s
Z
H
ω
室

、おs
a
-
見
出
ご
@
平
均
師
事
同
署
白
室
主
的
。
¥
h
E
R
F
H
叶
8
1
1
1経
済
政
策

論
は
展
開
さ
れ
る
。
さ
て
、
ロ
ー
ダ

i
デ
i
ル
が
財
産
の
分
配
を
人
為
的

に
変
他
さ
せ
る
も
の
だ
と
し
て
強
く
批
判
す
る
の
は
公
債
増
発
と
重
税
と

で
あ
る
が
、
こ
の
批
判
は
次
の
よ
う
な
文
脈
の
な
か
で
な
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
原
因
は
、
国
王
の
浪
費
を
ま
か
な
う
た

め
に
公
収
入
を
抵
当
に
し
て
公
債
を
発
行
す
る
と
い
う
、
「
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
シ
ス
テ
ム
の
行
過
ぎ
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
国
家
財
政
の
疲
弊
と
、
そ

れ
に
基
づ
く
国
民
に
対
す
る
重
税
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
財
政
状

態
の
下
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
極
め
て
多
数
の
者
が
貧
困
に
あ
え
い
で
い
た
。

す
な
わ
ち
彼
ら
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
財
産
を
奪
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
自
己
の
労

働
を
単
に
そ
の
日
の
衣
食
を
得
る
た
め
の
も
の
と
み
な
し
、
そ
し
て
多
く

の
場
合
に
お
い
て
、
彼
ら
が
稼
ぐ
こ
と
の
で
き
た
わ
ず
か
な
収
入
の
大
部

ハ
1
〉

分
も
強
奪
さ
れ
て
い
た
」
の
で
あ
っ
た
(
e
p
S
2
芯
H
F
G
b
E
2
ミ

二
四

O

句

E
ミ
g
k
w
E
・
ι日
a
u
g
-
g
u
@
h
S
M
H
Q
号
、
。
¥
R
H
句
、
2
n
p
-
唱
司
-
∞
由
)
。

し
た
が
っ
て
、
革
命
の
進
行
に
伴
っ
て
生
じ
た
ル
イ
一
六
世
の
処
刑
、
恐

怖
政
治
の
出
現
と
い
っ
た
「
事
態
の
進
一
汀
は
自
然
で
あ
っ
た
」
。
と
い
う

の
は
「
権
刀
の
鎖
か
ら
逃
れ
た
人
々
が
お
こ
な
う
残
酷
と
圧
迫
と
は
、
つ

ね
に
、
彼
ら
が
負
わ
さ
れ
て
い
た
鎖
の
重
さ
に
比
例
す
る
」
か
ら
で
あ
る

(
e
h
え
な
立
芯
同
宮
、
定
立
ミ
句
。
と
ぬ
ま
ア
ロ
-
m
g
o
こ
れ
に
対
し
て
、
す

で
に
み
た
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
制
度
と
財
産
の
分
配
状
態
と
は
良
好

で
あ
り
、
「
イ
ギ
リ
ス
の
財
政
に
は
最
高
度
の
繁
栄
が
存
在
し
、
ま
た
良

好
な
管
理
の
お
か
げ
で
フ
ラ
ン
ス
で
革
命
を
生
じ
た
よ
う
な
混
乱
状
態
に

財
政
が
陥
る
見
込
み
は
存
在
し
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
革

命
に
伴
っ
た
あ
の
残
酷
な
血
へ
の
乾
き
(
5
5
-
E
C
ロ
岡
山

cgo町

立
8
3
と
い
っ
た
光
景
は
:
:
:
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
の
寛
大
な
精
神
の
影
響

力
と
イ
ギ
リ
ス
政
治
制
度
の
賢
明
な
規
制
と
の
下
で
は
決
し
て
生
じ
え
な

い
」
の
で
あ
る
(
e
h
e
.
ト
・
司
・
叶
8
0
と
こ
ろ
が
ピ
ッ
ト
内
閣
は
フ
ラ
ン
ス

に
対
す
る
内
政
干
渉
戦
争
を
は
じ
め
、
一
方
で
は
巨
額
の
公
債
を
発
行
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
戦
時
支
出
を
ま
か
な
い
、
ま
た
国
民
に
璽
税
を
謀
し
、

財
産
の
分
配
を
人
為
的
に
変
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ロ

l
ダ
l
デ
l
ル
が
言
う
よ
う
に
、
対
仏
戦
争
の
開
始
以
降
公

債
発
行
は
激
増
し
た
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ

l
ム
は
一
七
五
二
年
に
出

版
し
た

H
u
e
s
R品目

b
な
8
邑
ご
ご
に
お
い
て
公
債
の
増
加
を
憂
慮
し
、
こ

う
し
た
事
態
は
「
国
民
が
国
家
信
用
守
口

σ
-
w
R
Eロ
)
を
破
滅
さ
せ
る
か
、

(
2
)
 

そ
れ
と
も
国
家
信
用
が
国
民
を
滅
ぼ
す
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
」
と
ま
で

述
べ
た
が
、
一
七
五
三
年
の
未
償
還
公
債
残
高
は
七
六
九

O
万
ポ
ン
ド
で



八

3
V

あ
っ
た
。
ま
た
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
一
七
七
六
年
に
出
版
し
た
『
国
富

論
』
に
お
い
て
、
公
債
購
入
に
用
い
ら
れ
る
資
本
は
「
生
産
的
労
働
者

を
維
持
す
る
も
の
か
ら
不
生
産
的
労
働
者
を
維
持
す
る
も
の
へ
転
用
さ

れ
、
そ
し
て
将
来
の
再
生
産
に
対
す
る
な
ん
ら
の
望
み
さ
え
な
し
に
、
一

般
に
そ
の
年
の
う
ち
に
費
消
さ
れ
浪
費
さ
れ
る
部
分
」
で
あ
る
と
い
う
立

場
か
ら
公
債
の
増
発
を
論
じ
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
「
大
ブ
リ
テ
ン
は
、
半
陛
紀
前
に
は
誰
一
人
と
し
て
耐

え
う
る
と
は
信
じ
な
か
っ
た
負
担
に
や
す
や
す
と
A

耐
え
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
大
ブ
リ
一
ア
ン
は
ど

ん
な
負
担
に
も
耐
え
う
る
と
性
急
に
結
論
を
く
だ
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
大
プ
リ
テ
ン
は
、
す
で
に
負
わ
さ
れ
て
き
た
も
の
よ
り
少

し
ば
か
り
重
い
く
ら
い
の
負
担
な
、
り
た
い
し
た
苦
痛
む
な
く
耐
え
う
る
な

(
4〉

ど
と
い
う
過
信
ず
ら
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
。
そ
し
て
、
一
七
七
六
年
の

(
5
)
 

公
債
残
高
は
一
億
二
二
二

O
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
七
八
六
年
に

は
リ
チ
ャ

i
ド
・
プ
ラ
イ
ス
の
提
案
に
基
づ
い
て
、
ピ
ッ
ト
は
複
利
で
増

加
す
る
減
債
基
金
と
じ
て
年
一

O
O万
ポ
ン
ド
を
設
定
し
た
が
、
こ
t

の
時

〔

6
)

の
公
債
残
高
は
二
億
四
六
二

O
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
七
八

六
年
か
ら
対
仏
戦
争
の
始
ま
る
前
年
(
一
七
九
二
年
)
ま
で
は
、
公
債
残

高
は
む
し
ろ
減
少
し
た
(
一
七
九
一
一
年
の
公
債
残
高
は
二
億
四
一
六

O
万

(
7
)
 

ポ
ン
ド
〉
。
と
こ
ろ
が
一
七
九
三
年
二
月
の
戦
争
の
開
始
以
降
公
債
発
行

は
急
増
し
、
一
七
九
九
年
に
ピ
ッ
ト
が
所
得
税

Q
ロ
8
B
O
S
H
)
を
新
設

す
る
ま
で
の
時
期
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
公
債
残
高
は
第
一
表
の
よ
う
に
増

大
し
で
い
る
。ロ

ー
ダ
!
デ

i
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
つ
己

例
え
ば
、
一
七
九
九

年
の
公
債
残
高
は
雪
国

富
論
』
出
版
時
の
ぞ
れ

の
三
倍
以
上
で
あ
り
、

ピ
ッ
ト
が
所
得
税
創
設

に
あ
た
っ
て
算
定
し
た

課
税
所
得
は
一
億
二

O

(
8〉

。
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
四
倍
強
に
も
の
ぼ
る
。
こ
う
し
た
公

債
急
増
の
原
因
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
軍
事
費
の
増
大
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
一
七
九
二
年
の
箪
事
費
は
五
五
八
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
が
、
一

七
九
七
年
に
は
四
一

O
三
万
ポ
ン
ド
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
経
費
総

額
も
、
一
方
で
は
軍
事
費
の
増
加
に
よ
っ
て
、
他
方
で
は
箪
事
費
増
大

4

公
債
増
大
↓
公
債
費
増
大
に
よ
っ
て
増
加
し
、
一
七
九
二
年
の
一
六
九
五

万
ポ
ン
ド
か
ら
一
七
九
七
年
の
五
七
六
五
万
ポ
ン
ド
と
、
約
三
倍
半
に
増

(
9
)
 

加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
歳
入
に
占
め
る
公
債
収
入
の
割
合
も
、
一
七
九

七
年
に
は
実
に
六
五
・
二
%
を
記
録
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
う

し
た
巨
額
の
公
債
発
行
は
そ
の
限
界
を
露
呈
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ

ち
、
公
債
収
入
の
対
額
面
比
率
の
い
ち
じ
る
し
い
低
下
が
生
じ
た
の
で
あ

る
。
一
七
九
三
年
に
は
三
Mm債
の
発
行
高
に
占
め
る
収
入
高
の
割
合
は
す

で
に
七
一
一
絡
に
ま
で
低
下
し
て
い
た
が
、
一
七
九
七
年
に
は
つ
い
に
五

O

M
を
割
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
二
七
九
六
年
の
愛
国
公
債
(
H
b可
即
日
i

q
z
g〉
は
、
一

0
0ポ
ン
ド
の
応
募
者
は
五
Mm
の
利
付
公
債
で
一
一

二
ポ
ン
ド
を
受
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
い
つ
で
も
現
金
一

0
0

第一表

卜公債残高品
I (lC万ポンド)

1793 I 2429 

1795 I2674 

(Mitchell ，op. cit.， p.402) 

年度

二
四



ロ
ー
ダ

i
dア
l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
つ
一
)

ポ
ン
ド
か
も
し
く
は
三

Mm
公
債
で
二
三
一
一
ポ
ン
ド
か
を
受
取
り
う
る
こ
と

等
と
い
っ
た
利
点
が
与
え
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ず
、
一
四
%
も
の
下
落
を

(
叩
)

み
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
公
債
依
存
政
策
の
行
詰
り
の
な
か

(
日
)
で
、
ピ
ッ
ト
は
所
得
税
を
創
設
し
た
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ま
で

に
、
新
税
・
増
税
は
幾
度
と
な
く
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
租
税
収
入
の
増
加
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
税
収

増
加
が
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
の
は
一
七
九
八
年
の
ト
リ
プ
ル
・
ア
セ

(ロ
U

ス
メ
ン
ト
|
|
そ
れ
は
「
支
出
税
と
直
接
所
得
税
と
の
折
衷
物
」
で
あ
り
、

〈

鴎

)

「
所
得
税
の
前
身
」
で
あ
っ
た
|
|
の
賦
課
、
一
七
九
九
年
の
所
得
税
の

(
M
)
 

創
設
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
ピ
ッ
ト
の
所
得
税
は
、
一
七
九
九
年
に
は
六

O
五
万
ポ
ン
ド
、
一
八
O
O
年
に
は
六
二
四
万
ポ
ン
ド
、
一
八
O
一
年
に

は
五
六
三
万
ポ
ン
ド
の
税
収
を
も
た
、
り
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
年
所
得
六

0
ポ
ン
ド
事
免
税
点
と
し
、
六

0
ポ
ン
ド
|
|
二

0
0ポ
ン
ド
の
所
得
は

一
二
O
分
の
一
か
ら
一
一
分
の
一
ま
で
の
累
進
税
率
を
課
し
、
二

0
0ポ

ン
ド
以
上
の
所
得
は
一
律
一
O
%
の
税
を
課
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

納
税
者
は
自
己
の
所
得
を
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
、
り
れ
た
が
、
申
告

所
得
に
対
す
る
査
定
は
そ
の
所
得
の
種
類
(
す
な
わ
ち
、
土
地
・
家
屋
か
ら
の

所
得
、
商
工
業
・
自
由
職
業
・
雇
用
か
ら
の
所
得
、
海
外
財
産
・
海
外
投
資
か
ら
の

(
日
)

所
得
、
そ
の
他
の
所
得
)
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。
ピ
ッ
ト
の
所
得
税

は
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
租
税
負
担
の
軽
か
っ
た
商
人
・
資
本
家
階
級
を
も

納
税
者
と
し
て
指
定
し
た
点
が
重
要
で
あ
る
が
、
総
体
的
に
は
富
裕
者
課

税
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
一
入
。
一
年
を
と
っ
て
み
れ

ば
、
年
所
得
一

0
0
0ポ
ン
ド
以
上
の
一
万
人
強
が
総
税
額
の
五
O
労
を

二
四
二

支
払
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
税
収
増
加
の
手
段
と
し
て
所
得
税
が
選
ば
れ
た
理
由
を
土
生
芳

(碍〉

人
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
当
時
の
税
収
の
約
七
O
M
は
関
税

と
内
国
消
費
税
と
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
両
者
は
す
で
に

戦
前
戦
争
中
を
通
じ
て
増
徴
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
し
、
ま
た
そ
の
主
た
る

相
一
税
者
た
る
小
生
産
者
と
労
働
者
と
は
産
業
革
命
、
囲
い
込
み
運
動
の
進

行
、
穀
物
価
格
騰
貴
の
な
か
で
、
そ
の
担
税
力
そ
の
も
の
を
喪
失
し
つ
つ

(
幻
)

あ
っ
た
こ
と
。
更
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
与
え
た
政
治
的
影
響
は
露
骨
な

大
衆
課
税
を
困
難
に
し
て
い
た
こ
と
。
そ
し
て
、
地
租
は
す
で
に
許
容
さ

れ
う
る
最
高
税
率
に
達
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
し
、
そ
の
引
上
げ
に
よ

る
税
収
増
加
も
小
さ
い
と
予
想
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た
ア
セ
ス
ド
・
タ
ッ
ク

ス
も
、
一
七
八
五
年
の
創
設
以
来
す
で
に
三
度
も
税
率
の
引
上
げ
と
課
税

対
象
の
拡
大
と
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
増
収
は
わ
ず
か
で
あ

っ
た
こ
と
。
つ
ま
り
「
従
来
の
租
税
体
系
は
こ
の
段
階
で
あ
ま
す
と
こ
ろ

(
活
)

な
く
利
用
さ
れ
」
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

ロ
ー
ダ
!
デ

l
ル
は
、
こ
う
し
た
公
債
増
発
と
重
税
と
に
よ
っ
て
、
一

方
で
は
マ
ニ
イ
ド
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
が
法
外
な
利
潤
を
与
え
ら
れ
、
他
方

で
は
「
イ
ギ
リ
ス
の
も
っ
と
も
勤
勉
な
職
人
や
製
造
業
者
が
幾
千
も
幾
千

も
困
窮
と
破
産
と
に
」
陥
っ
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
ハ

@
3
s
h文
句
言

」♂・喜男
F
司

-Mω
一
@
M
U
2
Eミ
苦
E
言
語
句
。
¥
」
、
宮
室
内
向
司
自
y

H

)

。
す
な
わ
ち
、

公
偏
増
発
は
発
行
条
件
の
悪
化
を
招
き
、
一
七
九
六
年
の
海
軍
手
形

(
Z担
4
吋
立
ロ
)
に
至
っ
て
は
じ
つ
に
四
O
M
以
上
の
宝
、
質
利
回
り
が
与
え

ら
れ
と
の
で
あ
っ
て
、
マ
ニ
イ
ド
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
は
「
国
庫
か
ら
と
れ



プ
ロ

7
イ
ナ
ト

ほ
ど
法
外
な
略
奪
(
私
は
そ
れ
を
利
潤
と
は
呼
べ
な
い
と
を
す
る
こ

(四〉

と
を
許
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
@
斗
』
g
h
』
苔
室
、
き
君
、
・
8

ω

M

l

U
3。
更
に
ピ
ッ
ト
内
閣
は
こ
う
し
た
公
債
発
行
条
件
の
悪
化
の
な
か
で
、

一
七
九
六
年
に
は
強
制
公
債
(
司

O
R
a
-
S
D
)
の
発
行
と
い
う
考
え
さ

え
も
っ
た
。
強
制
公
債
は
、
自
発
的
な
応
募
に
よ
っ
て
公
債
が
消
化
さ
れ

る
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
損
失
を
国
民
に
も
た
ら
す
。
と
い
う
の

は
、
自
発
的
な
応
募
の
場
合
に
は
、
そ
の
公
債
の
利
回
り
よ
り
も
低
い
利

潤
率
し
か
得
て
い
な
い
資
本
だ
け
が
公
債
購
入
に
向
け
ら
れ
る
が
、
強
制

公
債
の
場
合
に
は
、
す
べ
て
の
資
本
ー
ー
そ
の
公
債
利
回
り
よ
り
も
高
い

利
潤
率
を
得
て
い
る
資
本
も
|
|
が
公
債
購
入
に
向
け
ら
れ
る
か
ら
、
強

制
公
債
の
場
合
の
ほ
う
が
自
発
的
な
応
募
に
よ
る
場
合
よ
り
も
、
経
済
的

「
損
失
」
は
大
き
い
。
し
か
も
、
愛
国
的
な
熱
狂
に
訴
え
る
愛
国
公
債
の

場
合
に
は
、
国
の
も
っ
と
も
生
産
的
な
資
本
が
公
債
購
入
に
向
け
ら
れ
る

(
初
)

可
能
性
は
一
層
大
き
く
、
損
失
は
更
に
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
(
門
戸
@

句史札・・同》司
-
M
回
|
随
一
@
h
u
E
詰
ミ
遣
S
室
、
。
旬
。
¥
・
『
玄
室
内
、
・

8
・
ω
-
N
H
l
N
N
)
。

そ
し
て
ロ

l
ダ
!
日
ア

l
ル
は
、
た
と
え
も
っ
と
も
低
い
利
潤
率
し
か
得

て
い
な
い
資
本
が
公
債
購
入
に
向
か
う
場
合
で
も
、
そ
の
資
本
が
生
み
だ

す
「
利
潤
に
等
し
い
額
が
翌
年
の
生
産
か
ら
引
き
あ
げ
」
ら
れ
る
・
つ
ま

り
「
再
生
産
が
混
乱
さ
せ
」
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
(
@
コ
E
h
客
室

¥な

g
n
F
B
-
Mデ
N
ご

@
h
u
Z
白
ミ
苦
言
量
苦
師
。
¥
」
心
E
3
2
・

8
・N
r
N
N
)
の
だ

か
ら
、
巨
額
の
公
債
発
行
に
よ
る
戦
争
支
出
は
「
イ
ギ
リ
ス
の
富
の
き
わ

め
て
大
き
な
部
分
を
不
生
産
的
用
途
に
用
い
」
、
「
イ
ギ
リ
ス
の
生
産
的
資

本
の
き
わ
め
て
大
き
な
部
分
を
こ
う
し
て
葬
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
「
不

ロ
ー
ダ
!
日
ア

l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
つ
一
)

利
益
」
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
(
@
む
と
偽
立
な
同
ど
を
司
旬
。
¥
待
。
子

宮ミ喝
H
Y
8
)
。
そ
し
て
、
ピ
ッ
ト
内
閣
が
減
債
基
金
を
、
公
債
の
発
行
を

容
易
に
す
る
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
み
な
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
合
同
・

@
h
Sえ
S
R
ミ
Q

M

b

記
長
官
・
&
)
、
ロ

i
ダ
l
デ

i
ル
は
、
「
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
は
:
:
:
国
民
の
資
本
の
一
部
の
絶
対
的
な
支
出
に
伴

う
力
を
国
民
の
手
か
ら
奪
い
、
そ
の
力
を
政
府
と
国
債
所
有
者
と
の
聞
に

分
配
す
る
た
め
の
考
案
物
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
(
@
吋
雪
お
と
臼
室
、
‘

き
耳
F

司
-gv。
す
な
わ
ち
、
前
に
み
た
、
統
治
を
お
こ
な
う
の
に
必
要

な
支
配
力
の
一
つ
で
あ
る
・
財
産
か
ら
生
ず
る
力
が
、
戦
争
支
出
の
た
め

に
公
債
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
府
と
公
債
所
有
者
と
に
移
転
さ

れ
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
国
民
へ
の
課
税
に
よ
っ
て
な
さ

れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ピ
ッ
ト
内
閣
に
よ
る
対
仏
戦
争
は
ロ

l
ダ
i

デ
l
ル
に
と
っ
て
そ
れ
自
体
と
し
て
反
対
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、

戦
費
の
た
め
に
、
ま
た
戦
費
を
ま
か
な
う
公
債
に
対
す
る
利
子
の
た
め
に

税
を
課
す
こ
と
は
、
当
然
に
彼
が
反
対
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
と
り
わ

け
ト
リ
プ
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ら
び
に
所
得
税
は
次
の
よ
う
な
経
済
的

不
利
益
を
伴
う
と
彼
は
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
再
生
産
へ
の
奨
励
は
需
要

に
依
存
し
、
需
要
は
支
出
に
よ
っ
て
の
み
創
造
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
税

は
消
費
者
の
支
出
を
減
少
さ
せ
る
。
そ
し
て
「
商
業
な
ら
び
に
製
造
業
資

本
の
利
潤
は
、
こ
れ
ら
の
資
本
が
な
い
場
合
に
消
費
者
の
種
々
の
欲
望
対

象
物
を
消
費
で
き
る
よ
う
に
製
造
し
た
り
、
ま
た
そ
れ
を
消
費
者
に
運
送

し
た
り
す
る
の
に
必
要
な
労
働
の
一
部
に
と
っ
て
代
わ
る
こ
と
(
田
名
目
Y

E
三
宮
巴
か
ら
生
ず
る
」
の
だ
か
ら
、
「
所
得
に
税
を
課
す
こ
と
に
よ
っ

二
四
三



ロ
ー
ダ
!
日
ア

l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
ハ
ニ
)

(
包
)

て
消
費
〔
H
支
出
〕
を
減
少
さ
せ
れ
ば
」
、
そ
れ
に
応
じ
て
薦
人
・
製
造
業

者
の
利
潤
は
減
少
す
る
。
し
か
も
、
「
こ
う
し
た
税
は
す
べ
て
の
者
の
財

産
に
公
平
に
か
か
り
は
し
な
い
。
そ
れ
は
特
に
巧
み
に
勤
勉
な
人
々
の
ス

ト
ッ
ク
を
攻
撃
す
る
」
。
す
な
わ
ち
、
ト
リ
プ
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
ア

セ
ス
ド
・
タ
ッ
ク
ス
を
基
礎
と
し
な
が
ら
そ
の
税
額
を
所
得
額
と
関
連
さ

せ
よ
う
と
す
る
「
支
出
税
と
所
得
税
と
の
折
衷
物
」
で
あ
り
、
前
年
度
の

ア
セ
ス
ド
・
タ
ッ
ク
ス
の
納
税
額
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
る
税
額
が
本
年

度
の
所
得
額
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
る
税
額
(
最
高
一

o
v
m
)
を
超
え
る

場
合
に
は
、
納
税
者
は
所
得
申
告
に
よ
っ
て
そ
の
減
額
が
認
め
ら
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
一
万
ポ
ジ
ド
の
財
産
を
所
有
し
そ
れ
を
貸
付
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
年
五

0
0ポ
ン
ド
の
所
得
を
得
る
人
で
、
ア
セ
ス
ド
・
タ

ッ
ク
ス
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
た
税
額
が
今
年
度
の
所
得
の
一

O
分
の
一

(
1
五
0
ポ
ン
ド
)
を
超
え
れ
ば
、
彼
は
所
得
申
告
を
し
て
税
額
を
五

0
ポ

ン
ド
に
へ
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
万
ポ
ン
ド
の
資
本
で
年

一
千
ポ
ン
ド
の
所
得
を
得
る
商
人
や
生
産
者
で
、
ア
セ
ス
ド
・
タ
ッ
ク
ス
に

基
づ
く
税
額
が
一

0
0ポ
ン
ド
を
超
え
て
も
、
彼
は
所
得
申
告
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
減
額
し
え
な
い
。
と
い
う
の
は
「
彼
は
そ
う
す
れ
ば

〔
事
業
の
不
振
を
一
示
す
こ
と
に
な
り
〕
自
分
の
信
用
を
傷
つ
け
る
と
考
え
る

で
あ
ろ
う
」
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
彼
の
顧
客
も
税
の
た
め
に
支
出
を
減

ら
す
で
あ
ろ
う
か
ら
、
彼
の
販
売
す
る
商
品
へ
の
需
要
は
減
少
し
彼
の
利

潤
は
減
少
す
る
。
こ
う
し
て
こ
の
税
は
、
「
勤
勉
な
資
本
家

(
-
E
5
E
E田

g
切
符
丘
町
。
」
に
対
し
て
、
「
怠
惰
な
資
本
家
公
aH叩

g]UHSロ
由
。
」
に
よ

り
も
よ
り
重
く
か
か
る
の
で
あ
る
合
同
・
@
』
U
2旬
、
ミ
君
、
宮
竜
2
。¥」
Q
3
g
n
p

二
四
四

3
・
8
・M
吋

|
N
3
0

そ
し
て
ロ

l
ダ
I
デ

l
ル
は
、
こ
の
税
の
た
め
に
富
者

の
支
出
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
下
層
階
級
も
被
害
を
う
け
る
こ
と
を

指
摘
し
た
う
え
で
、
戦
争
開
始
以
降
の
重
税
を
こ
う
非
難
す
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
現
在
の
戦
争
の
開
始
以
来
、
商
人
と
製
造
業
者
の
中
産
階
級

は
年
々
彼
ら
の
資
力
が
減
少
し
、
彼
ら
の
負
担
が
増
大
す
る
の
を
経
験
し

て
き
た
。
彼
ら
は
我
慢
し
て
こ
れ
に
耐
え
て
き
た
。
彼
ら
は
事
態
が
好
転

グ
レ
4

ア
イ
ツ
ト

す
る
の
を
期
待
し
て
自
己
の
信
用
を
維
持
す
る
た
め
に
苦
闘
し
つ
つ
、

彼
ら
の
所
得
で
な
ん
と
か
や
っ
て
き
た
と
い
う
の
が
き
わ
め
て
一
般
的
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
や
彼
ら
は
自
己
の
信
用
を
維
持
し
て
い
く
の

に
必
要
だ
と
息
わ
れ
る
費
用
に
ま
で
〔
ト
リ
プ
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ

っ
て
〕
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
ピ
ッ
ト
氏
に

よ
っ
て
次
の
よ
う
な
み
じ
め
な
選
択
を
救
済
案
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る

の
だ
Q

す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
彼
ら
の
現
在
の
資
力
以
上
の
早
別
年
度
の
ア

セ
ス
ド
・
タ
ッ
ク
ス
の
税
額
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
た
〕
税
額
を
支
払
う

か
、
そ
れ
と
も
〔
今
年
度
の
所
得
を
U

申
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ピ
ッ
ト

氏
の
〔
戦
争
を
お
こ
な
う
と
い
う
〕
方
策
が
陥
し
い
れ
た
彼
ら
の
事
業
の

零
落
し
た
状
態
を
自
白
の
下
に
さ
ら
け
だ
し
〔
税
の
減
免
を
認
め
ら
れ
る

代
り
に
白
己
の
信
用
を
傷
つ
け
る
〕
か
、
と
い
う
選
択
で
あ
る
。
/
こ
れ

が
〔
ピ

γ
ト
氏
が
〕
自
慢
す
る
救
済
案
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
不
道
徳
を

奨
励
す
る
と
い
う
一
般
的
傾
向
に
よ
っ
て
、
な
る
ほ
ど
怠
惰
に
便
宜
を
図

ト
レ
ー
ダ
ー

る
が
、
勤
勉
で
苦
労
し
て
い
る
一
一
事
業
者
の
感
情
を
は
ず
か
し
め
う
る
だ
け

な
の
で
あ
る
」

(@Lヨ
ト
・
H
V

・8
)
と。

さ
て
、
こ
う
し
た
巨
額
の
公
債
発
行
と
重
税
と
は
、
先
に
み
た
よ
う



に
、
財
産
か
ら
生
ず
る
力
を
担
税
者
の
手
か
ら
奪
い
去
り
政
府
と
公
債
所

有
者
と
に
移
転
さ
せ
る
と
い
う
、
つ
ま
り
財
産
の
分
配
を
変
化
さ
せ
る
と

い
う
結
果
を
も
た
ら
し
、
ピ
ッ
ト
内
閣
は
「
専
制
的
支
配
の
確
実
な
源

泉
」
を
得
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
七
九
七
年
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
ピ
ッ
ト

内
閣
は
戦
費
と
し
て
四
千
万
ポ
ン
ド
以
上
を
支
出
し
、
公
債
な
ら
び
に
税

収
入
と
し
て
五
八

O
O万
ポ
ン
ド
も
徴
収
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
多
額
の

(お〉

歳
入
を
、
つ
ま
り
国
民
の
財
産
を
管
理
す
る
者
は
、
こ
の
財
産
か
ら
生
ず

る
力
に
よ
っ
て
「
専
制
的
な
権
威
で
も
っ
て
彼
の
同
胞
の
行
動
を
規
制
す

る
に
ち
が
い
な
い
」
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
力
は
「
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
制

度
の
バ
ラ
ン
ス
を
全
面
的
に
破
壊
し
て
し
ま
っ
て
い
な
い
に
せ
よ
、
そ
れ

を
実
際
に
:
:
:
弱
め
て
い
る
の
で
あ
る
」
(
@
吋
ぎ
高
迂
句
室
、
お
S
2

8
・
2
・

s-四
四
〉
。
し
た
が
っ
て
、
現
伝
の
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
制
度
は
専
制

(
M
V
 

政
治
と
か
わ
ら
ぬ
も
の
に
変
質
し
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
財
産

の
分
配
の
変
化
の
な
か
で
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
政
治
制
度
の
変
質
の
な
か

で
、
「
根
の
深
い
不
乎
と
革
命
と
の
き
わ
め
て
強
烈
な
兆
候
」
が
み
ら
れ

る
の
で
あ
る
ハ
@
、
之
助
、
ミ
言
宮
電
2
ミ
L

き
S
F
司
・
乙
。
こ
う
し
て
ロ

ー
ダ

i
デ
l
ル
に
と
っ
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
と
る
へ
き
途
は
直
ち
に
戦
争

〈

お

)

を
や
め
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
戦
争
を
や
め
た
場
合
に

l
i
つ
ま
り
、
財
産
の
分
配
が
人
為
的

に
変
化
さ
せ
ら
れ
な
く
な
る
場
合
に
|
|
イ
ギ
リ
ス
が
得
る
経
済
的
利

益
に
つ
い
て
、
ロ
ー
ダ

i
デ
l
ル
は
~
世
史
R
S
S
N
H
E
-
-弘

E
i
-
-
H
∞O
品

で
、
イ
ギ
リ
ス
の
財
産
の
分
配
と
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス

(
m
m
)
 

産
業
の
特
質
と
を
基
礎
に
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
で
に
み

?
iダ
i
Jア
l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
合
一
U

た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
よ
り
も
、
財
産

が
社
会
全
体
に
ひ
ろ
ま
り
、
す
べ
て
の
人
々
が
「
中
程
度
の
財
産
(
日
?

骨

E
Z
当

s
-
S
)」
を
所
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
や
は
り
す
で
に
み
た

よ
う
に
、
財
産
の
分
配
は
そ
の
国
の
産
業
の
特
質
を
規
定
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
比
較
的
小
さ
な
財
産
を
所
有
す
る
人
々
が
需
要
す

る
産
業
が
栄
え
て
い
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
イ

i
デ
ン
条
約
の
締
結
三

七
八
六
年
)
の
際
に
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
財
産
の
分

配
が
不
平
等
で
、
大
財
産
が
少
数
の
人
々
に
所
有
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
書
官

修
品
・
高
級
品
生
産
に
お
い
て
利
点
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
、
イ
ギ
リ

ス
は
中
級
品
(
つ
ま
り
、
小
財
産
を
所
有
す
る
人
々
が
主
に
需
要
す
る
荷

〈
明
副
〉

品
)
で
利
点
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
(
え
・
@
巴
ミ
町
内
号
、
と

FEa--HV司・

臼

ω叶

8
3
0
そ
し
て
重
要
な
こ
と
に
は
、
小
財
産
が
社
会
全
体
に
広
ま
っ

て
い
る
場
合
に
は
資
本
の
蓄
積
に
対
す
る
制
限
は
基
本
的
に
生
じ
な
い
。

と
い
う
の
は
、
「
小
財
産
を
所
有
す
る
人
の
習
慣
と
い
う
も
の
は
:
:
:
彼

を
し
て
白
分
が
お
こ
な
う
労
働
に
と
っ
て
代
わ
ろ
う
と
お
の
ず
と
思
い
つ

モJ
ア
レ
イ
ト

か
せ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
彼
は
、
自
分
の
中
程
度
の
富
の
な
か
に
〔
そ
れ

を
〕
な
し
と
げ
る
資
力
を
見
い
だ
す
の
で
あ
る
」
か
ら
(
@
句
史
子

za--

5
8
0
す
な
わ
ち
、
労
働
に
と
っ
て
代
わ
る
た
め
の
新
方
法

l
!す
で

に
み
た
よ
う
に
ロ

l
ダ

I
デ

l
ル
に
と
っ
て
は
、
資
本
の
利
潤
は
労
働
に

と
っ
て
代
わ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
1
1
1
を
発
明
し
、
そ
れ
を
実
行
に
移
す

た
め
の
資
力
を
自
己
の
小
財
産
の
な
か
か
ら
賄
う
こ
と
の
で
き
る
勤
勉
な

生
産
者
は
、
商
品
を
こ
れ
ま
で
よ
り
も
安
く
供
給
し
、
同
時
に
、
特
別
利

潤
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
よ
り
も
よ
り
大
き
な
利
潤
を
得
る
。

二
四
五



ロ
ー
ダ
!
デ
!
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
つ
一
〉

そ
し
て
彼
は
こ
の
増
加
し
た
利
潤
を
資
本
と
し
て
蓄
積
す
る
が
、
以
前
と

伺
額
を
消
費
物
品
に
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
彼
の
顧
客
は
彼

か
ら
購
入
す
る
商
品
の
価
格
が
低
下
し
て
い
る
の
で
、
以
前
よ
り
も
大
き

な
額
を
他
の
消
費
物
品
に
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
社

会
全
体
と
し
て
は
、
消
豪
物
品
へ
の
需
要
が
増
加
し
て
い
る
瞬
間
に
そ
の

供
給
の
増
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
資
本
の
蓄
積
の
結
果
、
消
費
物
品
へ

(
叩
ぬ
)

の
需
援
が
減
少
す
る
こ
と
が
な
い
わ
け
で
あ
る
(
え

-
G
S君
主
ぬ
き
ま

e

s
n
Eぇ
。
¥

h
聖
母
ミ
ミ
F
司・

4
2
@吋
ミ
ミ
町
内
君
、
ミ
H
P
ふ口弘

E
W
唱
司
・

ω
お
l

u
怠
)
。
つ
ま
り
、
「
富
〔
日
財
産
〕
の
適
当
な
分
配
〔
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に

小
財
産
が
社
会
全
体
に
ひ
ろ
ま
る
と
と
〕
は
、
国
内
市
場
に
お
い
て
た
え

ず
増
進
す
る
需
要
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
富
裕
の
増
加
を
保
証
し
、

ま
た
、
そ
の
習
慣
か
、
り
し
て
労
働
に
と
っ
て
代
わ
る
と
い
う
欲
望
が
生
じ

そ
う
な
人
々
に
そ
れ
を
実
行
す
る
力
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
効

果
的
ぷ
富
裕
の
増
加
を
保
証
す
る
の
で
あ
る
」
(
@
足
札
J
H
ω
H
E
-
-
H
6・

ωお
1ω

問。ν。
吏
に
、
こ
う
し
た
財
産
の
分
配
に
基
づ
い
て
イ
ギ
リ
ス
が
中

級
品
生
産
で
利
点
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦
争
を
や
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
と
の
貿
易
を
開
け
ば
次
の
よ
う
な
積
極
的
な
利
益
が
生
ず
る
。
す
な

わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
は
中
級
品
を
他
の
国
々
よ
り
も
「
よ
り
安
く
供
給
す
る
カ

を
保
証
さ
れ
」
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
草
命
と
そ
の
伝
播
と
に
よ
っ
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
の
財
産
の
分
配
は
現
在
ま
す
ま
す
小
財
産
が
社
会
全

体
に
ひ
ろ
ま
る
方
向
に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
産
の

中
級
品
(
つ
ま
り
、
小
財
産
を
所
有
す
る
人
々
が
需
要
す
る
商
品
)
へ
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
需
要
は
確
実
に
増
大
す
る
の
で
あ
る
。
直
裁
に

二
四
六

表
現
す
れ
ば
、
「
も
し
平
和
と
安
定
と
を
享
受
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な

ら
ば
、
あ
る
国
〔
1
イ
ギ
リ
ス
〕
が
習
慣
的
に
優
越
し
て
い
る
特
定
の
種

類
の
産
業
の
生
産
物
に
対
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
お
お
き
さ
の
需
要
を
保
証

す
る
よ
う
な
財
産
の
配
分
状
態
に
人
類
が
ほ
と
ん
ど
一
様
に
入
り
込
む
に

み
え
る
時
代
は
か
つ
て
な
い
」
の
で
あ
る
(
@
b
R
-
E

。P
・
E
-
a
N
・

臼

印

∞

日

間

U
)
ρ

つ
づ
い
て
ロ

l
ダ
l
デ
l
ル
は
『
公
富
論
』
に
お
い
て
、
ピ
ッ
ト
内
閣

の
減
債
基
金
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
戦
争
を
批
判
す
る
。
ピ
ッ
ト
内

閣
は
平
和
が
回
復
す
れ
ば
、
所
得
税
収
入
の
一
千
万
ポ
ン
ド
と
あ
わ
せ
て

一
五
心
O
万
ポ
ン
ド
を
年
々
減
債
基
金
と
し
て
充
加
す
る
計
画
を
し
て
い

た
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
一
五

O
O万
ポ
ン
ド
も
の
巨
額
の
公
債
の
償
還
の

た
め
に
国
民
に
対
し
て
一
五

O
O万
ポ
ン
ド
課
税
が
な
さ
れ
る
と
、
国
民

の
消
費
物
品
へ
の
支
出
は
こ
の
額
だ
け
減
少
す
る
。
他
方
で
公
債
を
償
還

さ
れ
た
人
は
こ
れ
ま
で
公
債
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
子
を
待
て
き

た
の
だ
か
ら
、
つ
ま
り
彼
ら
は
一
五

O
O万
ポ
ン
ド
を
資
本
と
し
て
使
用

し
て
き
た
の
だ
か
ら
、
彼
ら
は
一
五

0
0ポ
ン
ド
を
消
費
物
品
に
支
出

し
な
い
で
、
当
然
に
何
ら
か
の
方
法
で
資
本
と
し
て
使
用
し
よ
う
と
す

る
。
「
と
い
う
の
は
、
公
債
所
有
者
た
ち
を
説
得
し
て
:
:
;
習
慣
的
に
彼

ら
が
資
本
と
み
な
し
て
き
た
も
の
を
収
入
と
し
て
即
刻
費
消
さ
せ
る
こ
と

マ
イ
ゼ
リ
ー

は
、
つ
ま
り
、
〔
減
債
基
金
と
い
う
〕
政
府
の
欲
深
な
政
策
の
悪
影
響
を

相
殺
す
る
た
め
に
即
刻
彼
ら
自
身
を
破
産
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か

エ
プ
エ
タ
チ
ユ
ア
ル
・
デ
マ

γ
F

ら
で
あ
る
」
。
と
こ
ろ
が
、
消
費
物
品
に
対
す
る
「
有
効
需
要
」
が
一
豆

0
0万
ポ
ン
ド
も
強
制
的
に
減
少
さ
せ
ら
れ
て
い
る
時
に
、
こ
の
一
五

O



。
万
ポ
ン
ド
の
「
追
加
資
本
量
」
が
以
前
と
同
率
の
利
潤
(
つ
ま
り
公
債

の
利
子
)
を
獲
得
で
き
る
よ
う
な
投
資
先
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て

競
争
が
生
じ
、
利
潤
率
は
低
下
し
、
ま
た
利
子
率
も
低
下
し
、
「
資
本
所

有
者
は
よ
り
高
い
利
潤
が
得
ら
れ
そ
う
な
他
の
国
々
に
資
本
を
移
転
す

る
」
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
「
資
本
の
不
足
が
産
業
へ
の
大
き
な
障
害

と
な
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
」
は
十
分
な
資
本
を
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
(
⑥
L
5
k
J
E
E
-
-
B
-
N
a
|
悶
四
日
〉
。

さ
て
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
経
済
が
自
由
に
任
せ
ら
れ
て
い
て
政
府

の
有
害
な
干
渉
が
な
け
れ
ば
、
個
人
が
お
こ
な
う
節
倹
に
よ
る
資
本
の
蓄

積
|
!
こ
れ
は
一
方
で
消
費
物
品
へ
の
需
要
を
減
少
さ
せ
、
他
方
で
消
費

物
品
の
供
給
力
を
増
大
さ
せ
も
の
で
あ
っ
た
|
|
の
有
害
な
効
果
は
、
他

者
の
浪
費
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
か
ら
、
軽
視
し
う
る
と
い
う
の
が

?
i

ダ
l
デ

l
ル
の
立
場
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
代
の
「
政
治
家
や
議
員

フ
オ
1
テ

ユ

ン

ズ

パ

1
シ
ぞ
ニ
イ
・
ア

γ
ド
・
ア
キ
ユ
ム
レ

1
、

は
・
:
:
私
人
の
財
産
を
管
理
す
る
う
え
で
の
節
倹
に
よ
る
蓄
積

の
効
果
を
賞
讃
す
べ
く
〔
ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
〕
教
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

節
倹
に
よ
る
蓄
積
は
社
会
の
財
産
を
増
加
さ
せ
、
ま
た
、
国
庫
を
財
政
困

難
か
ら
救
う
有
益
な
方
法
だ
と
お
の
ず
と
み
な
す
よ
う
に
」
な
り
、
減
債

基
金
を
再
設
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
は
自
由
に
任
せ
ら
れ
ず
、
「
社

会
の
支
出
と
収
入
」
は
均
り
あ
わ
な
く
な
る
恐
れ
が
存
在
す
る
、
と
ロ
ー

ダ
l
デ

l
ル
は
考
え
る
(
@
同
一
忠
弘
J
H
ω
H
E
-
-
3
・
M
ω
0
・M
M
U
)

。

し
か
し
な
が
ら
、
ロ

l
ダ
l
デ

i
ル
自
身
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当

時
の
減
債
基
金
は
現
実
に
は
新
規
起
債
の
条
件
を
緩
和
し
、
ま
た
そ
の
抵

当
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
円
公
富
論
』
に
お
け
る
滅

ロ
ー
ダ

l
デ

l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
会
一
〉

債
基
金
批
判
は
、
将
来
の
、
つ
ま
り
平
和
が
回
復
し
て
戦
争
支
出
の
た
め

に
公
債
発
行
が
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
段
階
で
の
減
債
基
金
の
不
利
益

を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
他
面
で
は
、
ピ
ッ
ト
内
閣
は
減
債
基
金
を
維
持
す

る
と
い
う
口
実
で
重
税
を
-
謀
し
、
ま
た
そ
れ
を
担
保
に
し
て
公
債
増
発
を

続
け
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
口
実
を
封
じ
、
公
債
発
行
の
担

保
を
除
去
し
、
公
債
増
発
を
防
ぐ
と
い
う
効
果
を
も
っ
て
い
る
と
理
解
し

う
る
。
つ
ま
り
、
ロ

l
ダ
l
デ

l
ル
に
と
っ
て
は
、
公
債
増
発
は
結
局
は

担
税
者
か
ら
財
産
を
奪
い
去
り
、
公
債
所
有
者
と
政
府
と
に
そ
の
財
産
を

移
転
し
、
財
産
の
分
配
を
人
為
的
に
変
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
か

ら
、
当
時
に
お
け
る
減
債
基
金
批
判
は
逆
説
的
に
公
債
増
発
を
防
止
し
、

財
産
の
分
配
の
変
化
を
抑
え
る
目
的
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

ロ
l
ダ
l
デ

l
ル
自
身
|
|
『
公
富
論
』
の
な
か
で
わ
ず
か
一
箇
所
で
は

あ
る
が
|
|
、
「
滅
債
基
金
の
存
在
は
公
債
の
契
約
を
お
お
い
に
容
易
に

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
減
債
基
金
は
、
政
府
を
管
理
す
る
人
々
が
わ
が

国
の
財
産
の
自
然
で
も
っ
と
も
有
利
な
分
配
を
き
わ
め
て
徹
底
的
に
混
乱

さ
せ
る
の
を
可
能
に
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
(
⑥
L
g
t
J

E
E
-
-
司
-
N
4
0
〉
。
こ
う
し
て
、

eト
ミ
芯
ミ
叫
ロ

HF町
、
同
町
三
口
¥
品
川
町
口
同
門
由
主
-

H
叶
宮
か
ら
@
旬

US』
H
n
g
m白
目

H
M
Y
H
z
a
-
-
g
E
ま
で
の
ロ

i
ダ
!
日
ア
ー

ル
の
立
場
は
、
ピ
V

ト
内
閣
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
へ
の
内
政
干
渉
戦
争
が
巨

額
の
公
債
発
行
と
重
税
と
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
財
産
の
分
配
を
人
為
的

に
変
化
さ
せ
、
こ
う
し
て
ピ
ッ
ト
内
閣
に
専
制
的
権
力
を
与
え
、
イ
ギ
リ

ス
政
治
制
度
を
変
質
さ
せ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
財
産
の
分
配
の
人
為
的
な
変
化
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対

二
四
七



ロ
ー
ダ

i
デ

i
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
会
一
〉

仏
戦
争
を
批
判
す
る
と
い
う
ロ

I
ダ

l
デ

I
ル
の
立
場
は
|
|
イ
ギ
リ
ス

政
治
制
度
の
変
質
へ
の
批
判
は
後
景
に
退
く
も
の
の
|
|
、
⑨
込
向
島
、
言
語

紅
白
な
ミ
忌
時
三
ミ
ミ
ミ
芯
P
H
∞C
日

@
b
e之
町
民
品
目
弘
喜
久
町
宮
町
尋
問
、

円
言
、
互
認
可
U
J
H
∞HNh
向
山
口
h

『
足
立
廿
竜
門
2
H
h
H
弘
町
、
日
円
札
口
、
2
2
H
H
F
同
臼
咋
白
岡
町
巴
k
l
h
p
司

室
、
ミ
詰
ミ
・
区
長
と
い
っ
た
一
連
の
通
貨
問
題
に
つ
い
て
の
論
説
に
お
い

(
加
)

て
も
保
持
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
ロ
l
ダ
l
デ
l
ル
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀

行
の
正
貨
支
払
停
止
↓
銀
行
券
の
過
剰
発
行
↓
銀
行
券
の
減
価
は
財
産
の

分
配
を
変
化
さ
せ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
一
七
九
七
年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
正
貨
支
払
停
止
は
直
ち

に
過
剰
発
行
と
紙
券
減
価
と
を
も
た
ら
し
は
し
な
か
っ
た
。
「
一
八

O
八
年

以
前
に
は
金
の
市
場
価
格
と
造
幣
価
格
と
の
聞
に
は
な
ん
ら
永
続
的
な
大

(

初

)

き
な
開
き
は
な
か
っ
た
」
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
八

O
九
年
七
月
に
は
地

金
価
格
は
そ
の
造
幣
価
格
(
一
オ
ン
ス
三
ポ
ン
ド
一
七
シ
リ
ン
グ
一

O

M
ペ
ン
ス
U

を
お
お
き
く
越
え
、
四
ポ
ン
ド
一
一
一
シ
リ
ン
グ
一

O
M
ベ
ン

(
出
)

ス
に
達
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
を
通
じ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
の
流
通

が
膨
張
を
つ
づ
け
た
こ
と
、
ま
た
同
時
に
為
替
相
場
が
下
落
し
つ
つ
あ
っ

た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
一
八
一

O
年
に
は
リ
カ
l
ド
ウ
の
『
地
金
の
高
価

格
』
(
U
寸
旧
日
。
E
h
p
b
ミ
町
四
ミ
.
E一
s
o
p
白地司、句。
L

「。
L

ミ
~
芯
弘
司
』
守
主
町
民
主
凡
。
ぉ

巴
¥
切
言
掃
さ
な
同
)
の
出
版
と
地
金
委
員
会
の
任
命
と
が
な
さ
れ
、
い
わ

(
認
)

ゆ
る
「
地
金
論
争
」
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
し
て
ロ

i
ダ
I
デ
l
ル
は
「
ブ

リ
オ
ニ
ス
ト
」
の
立
場
か
ら
こ
の
論
争
に
参
加
す
る
。

ロ
ー
ダ

i
デ

i
ル
は
こ
う
論
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
地
金
の
高
価
格
の
原

因
は
銀
行
券
の
減
価
に
あ
り
、
銀
行
券
の
減
価
の
原
因
は
そ
の
過
剰
発
行

二
四
八

に
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
要
求
次
第
現
金
で
支
払
う
こ
と
を
約
束
す
る
銀
行
券

は
、
そ
れ
を
呈
示
す
る
人
に
対
し
て
、
一
定
の
重
量
と
品
質
と
を
造
幣
局

印
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
金
ま
た
は
銀
の
一
定
部
分
を
与
え
る
と
い
う
債

務
証
書
で
あ
る
」
か
ら
、
そ
れ
は
「
自
分
が
支
払
を
約
束
す
る
鋳
貨
の
価

値
と
異
っ
た
、
ま
た
そ
れ
か
ら
独
立
し
た
価
値
を
も
ち
え
な
い
の
で
あ

る
」
。
そ
し
て
免
換
下
で
は
、
銀
行
券
と
地
金
と
の
価
値
の
差
は
存
在
し

な
か
っ
た
が
、
現
在
そ
れ
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
銀
行
券
自
身

に
お
け
る
、
自
己
が
支
払
を
約
束
し
た
も
の
を
所
有
す
る
力
の
不
足
」
の

証
拠
な
の
で
あ
る
(
@
と
号
室
.
3
h
え
Q
F
E
-
F
N
r
@
Uも
2
2
.
ミ
m
g
・

3
・ω
p
sー
ロ

L
包
l
H
8
・

g
・
8
・
♂
⑬
同
サ
ミ
ミ
営
、
2
5
ミ
当
ミ
な
5
・

8
・
N
品
、
8
・

3
0
そ
し
て
、
現
在
の
不
換
制
度
に
基
づ
い
て
銀
行
券
の
過
剰

発
行
が
続
き
、
紙
券
減
価
が
続
け
ば
、
「
財
産
の
、
し
た
が
っ
て
聡
力
の
急

激
な
変
化
」
が
生
じ
、
「
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
被
害
」
を
イ
ギ
リ
ス
は

こ
う
む
る
こ
と
に
な
る
(
@
b
e
z
之
ミ
S
F
E
2
E
B
B
g
r
@
、
電
忌
ミ

2
2
h
t
q
ミ
h
g
ア
唱
・
4
〉
。
す
な
わ
ち
、
現
行
不
換
制
度
は
銀
行
券
の
過
剰

発
行
↓
減
価
に
よ
っ
て
、
「
あ
る
人
〔
1
債
権
者
〕
の
財
産
を
他
の
人

〔
1
債
務
者
〕
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
移
転
さ
せ
る
確
実
な
方
法
」
な
の
で
あ

る
(
③
同
男
同
』
専
門
。
ま
た
司
ミ
な
ま
・

3
・
8
由
。
。
し
か
も
、
銀
行
券
の
過

剰
発
行
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
信
用
の
拡
大
は
商
業
投
機
(
B
2
8
ロ

5
0

E
4
0三
日
ろ
に
危
険
極
り
な
い
奨
励
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
し

て
、
商
業
投
機
業
者
の
取
引
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
「
も
っ
と
も
よ
く
知
ら

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ス
タ
プ
リ
シ
ユ
メ
ン
ト

れ

、

尊

敬

す

べ

き

商

会

」

が

急

速

に

打

負

か

さ

れ

、

イ

ギ

リ
ス
商
人
の
「
名
誉
・
正
義
・
誠
実
」
と
い
っ
た
誇
る
べ
き
性
格
は
失
な



わ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
わ
が
国
の
貨
幣
取
引
の
還
常

の
慣
行
に
お
い
て
は
、
割
引
に
よ
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
か
ら
同
銀
行

券
を
受
け
と
る
場
合
に
は
い
つ
で
も
、
こ
の
銀
行
券
は
そ
れ
を
受
け
と
っ

た
人
に
よ
っ
て
か
、
ま
た
は
そ
れ
を
受
け
と
っ
た
人
が
直
接
に
そ
れ
を
支

払
っ
た
相
手
に
よ
っ
て
、
あ
る
銀
行
業
者
に
預
金
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
の
過
剰
発
行
に
よ
っ
て
:
:
:
銀
行
業
者
全
体
は
わ

ペ
ー
パ
ー
・
カ
レ
ン
シ
イ
l

が
国
の
紙
券
通
貨
の
量
に
比
例
す
る
大
き
な
額
〔
の
銀
行
券
〕
を
所
有
す

る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
、
銀
行
業
者
の
利
潤
は
預
金
さ
れ
た
貨
幣
を

使
用
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
の
だ
か
ら
、
彼
は
割
引
ま
た
は
そ
の
他
の
方

法
に
よ
っ
て
、
自
己
の
利
潤
の
源
泉
を
な
す
と
こ
ろ
の
貸
付
の
拡
張
を
お

の
ず
と
望
む
に
ち
が
い
な
い
。
/
だ
が
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
を
預
金
さ

れ
た
銀
行
業
者
か
ら
銀
行
券
の
形
で
追
加
額
を
借
入
れ
る
人
が
、
実
際
の

ま
た
は
想
像
上
の
利
潤
を
得
る
た
め
に
、
こ
の
銀
行
券
を
財
貨
や
証
券
の

購
入
に
使
用
す
る
か
、
ま
た
は
他
の
目
的
の
た
め
に
支
払
う
か
す
る
瞬
間

に
、
こ
の
銀
行
券
は
:
:
:
こ
の
銀
行
券
を
貸
出
し
た
銀
行
業
者
か
他
の
そ

れ
か
の
手
に
再
び
還
流
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
銀
行
業
者
の
行
動
も
〔
貸

付
の
拡
張
に
よ
っ
て
利
潤
を
拡
大
す
る
と
い
う
〕
同
じ
動
機
に
よ
っ
て
支

配
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
直
ち
に
こ
の
銀
行
券
を
資
本
と
し
て
貸
出
す
操
作

を
更
新
せ
ん
と
試
み
る
で
あ
ろ
う
。
:
:
:
そ
れ
ゆ
え
に
、
わ
が
国
の
発
達

し
た
貨
幣
取
引
制
度
の
下
で
は
、
流
通
に
投
入
れ
ら
れ
た
少
額
の
過
剰
な

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
は
、
そ
の
資
本
と
し
て
の
性
格
に
お
い
て
、
商
業

投
機
に
対
し
て
驚
く
べ
き
程
の
容
易
さ
を
、
い
な
む
し
ろ
奨
励
を
与
え
る

に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
」
合
同
・
@
bも
ミ
ミ

aes--vHY
含
|
怠
・
最
後
の
引

ロ
ー
ダ
I
一
ア
ー
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
会
一
)

用
は

3
・
S
|
お
)
。
そ
し
て
、
不
換
制
度
下
で
の
銀
行
券
の
過
剰
発
行
に

プ
イ
ク
テ
イ
シ
イ
ヤ
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
る
「
架
空
資
本
の
過
剰
が
与
え
る
と
こ
ろ
の
商

業
投
機
へ
の
誘
惑
」
の
な
か
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
商
業
は
拡
大
し
、
「
イ
ギ

リ
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〔
諸
国
〕
へ
の
輸
出
は
戦
争
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
布
告

〔1
大
陸
封
鎖
〕
と
を
も
の
と
も
せ
ず
に
増
加
し
た
」
が
、
「
こ
う
し
た

商
業
の
拡
大
の
出
現
の
な
か
に
何
か
異
常
な
も
の
守
口
司

S
Z問
自
l

(
お
)

件
吋
目
。
吋
品
目
白
川
w
ミ
ー
と
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
う
し

た
商
業
の
拡
大
は
「
一
方
で
は
、
要
求
次
第
現
金
で
支
払
う
と
い
う
こ
と

が
紙
券
の
過
剰
に
対
し
て
与
え
る
と
こ
ろ
の
健
全
な
チ
ェ
ッ
ク
を
取
り
去

り
、
加
え
て
、
こ
の
二
年
の
間
に
マ
ニ
イ
ド
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
が
二
一

O

O
万
ポ
ン
ド
以
上
も
増
加
し
た
銀
行
券
を
受
け
と
っ
た
に
ち
が
い
な
い
時

期
に
、
貸
付
へ
の
奨
励
:
:
:
が
マ
ニ
イ
ド
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
の
取
引
に
作

用
す
る
の
を
放
任
す
る
よ
う
な
流
通
制
度
と
次
の
よ
う
な
商
業
制
度
と
が

結
合
し
た
こ
と
の
必
然
的
結
果
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
商

業
制
度
と
は
、
「
直
ち
に
投
機
業
者
に
奨
励
を
与
え
、
そ
し
て
ト
レ
ー
ド
に

従
事
す
る
人
々
の
精
神
を
腐
敗
さ
せ
る
」
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
る
(
@

h
F
h弘
J
司
司
・
品
目

-
A
F
C
-
品
叶
)
。

以
上
の
よ
う
に
、
不
換
制
度
下
の
紙
券
減
価
が
債
権
者
か
ら
債
務
者
へ

財
産
を
移
転
さ
せ
る
ζ
と
を
批
判
し
、
ま
た
、
不
換
制
度
下
の
信
用
膨
張

に
よ
っ
て
「
異
常
な
」
「
商
業
の
拡
大
」
が
生
じ
た
こ
と
を
憂
え
る
ロ
ー

ダ
l
デ
l
ル
に
と
っ
て
は
、
当
然
に
対
策
は
免
換
再
開
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
と
こ
ろ
が
ロ

l
ダ
i
デ
!
ル
は
、
旧
平
価
で
、
つ
ま
り
金
一
オ
ン
ス

三
ポ
ン
ド
一
七
シ
リ
ン
グ
一

O
M
ペ
ン
ス
で
免
換
を
再
開
す
る
こ
と
に
反

二
四
九



ロ
ー
ダ

l
デ
i
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
会
一
〉

対
し
、
減
価
し
た
銀
行
券
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
現
在
の
金
の
価
格
で
、
つ
ま

り
金
一
オ
ン
ス
五
ポ
ン
ド
八
シ
リ
ン
グ
で
免
換
す
る
こ
と
を
|
|
す
な
わ

ち
デ
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
|
|
i
⑬
町
営
ミ
官
、

8
5ミ
毛
色
凡
な
ま
に
お
い

(
刷
出
〉

て
提
案
す
る
。
そ
し
て
彼
は
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

ま
ず
、
ロ

l
ダ
i
デ
i
ル
は
地
金
の
高
側
格
の
原
因
は
紙
券
の
減
価
に

あ
る
と
し
つ
つ
も
、
自
己
の
ブ
リ
オ
ニ
ス
ト
の
立
場
を
一
歩
譲
歩
す
る
。

す
な
わ
ち
、
標
準
鋳
貨
の
消
失
、
粗
悪
な
鋳
貨
・
ト
ー
ク
ン
等
の
流
通
、

そ
し
て
小
額
支
払
手
段
の
不
足
と
い
っ
た
「
わ
が
国
の
通
貨
の
混
乱
」
の

原
因
は
、
「
一
国
の
通
貨
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
種
々
の
貨
幣
の
名
目
誇

価
値

2
2
0
5吉
田
神
戸

4
申

gzg)
が
そ
れ
ら
貨
幣
の
聞
の
実
質
:
:
:
諸

悩
値
公
叩
色

4
曲
目

5
ろ
の
羨
と

E
確
に
一
致
す
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
て
」

い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
「
こ
の
混
乱
が
あ
る
種
の
鋳
貨
の
名
目

の
引
よ
げ
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
よ
う
が
、
そ
の
〔
実
質
〕
価
値
の
引
下

げ
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
よ
う
が
、
そ
れ
は
つ
ね
に
薫
要
で
は
な
い
」
。

と
い
う
の
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
名
目
価
値
が
引
上
げ
ら
れ
た
か
も

し
く
は
そ
の
実
質
価
値
が
引
下
げ
ら
れ
た
か
し
た
貨
幣
は
、
他
の
す
べ
て

の
1

1
雨
方
の
価
値
が
変
化
し
て
い
な
い

l
i貨
幣
を
流
通
か
ら
排
除
す

る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
〔
紙
券
と
金
と
の
価
位
の
〕
差
が

紙
券
貨
幣
の
減
価
に
よ
っ
て
生
一
み
だ
さ
れ
よ
う
が
、
地
金
の
〔
価
値
の
〕

上
昇
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
よ
う
が
、
わ
が
国
の
通
貨
を
構
成
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
貨
幣
:
:
の
実
質
価
値
と
名
目
価
値
と
の
間
に
正
当
な
比

率
を
回
復
す
る
よ
う
な
手
段
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
以
外
に
は
、
わ
が
国
の

通
貨
を
再
び
以
前
の
よ
う
に
流
通
し
う
る
状
態
に
回
復
さ
せ
る
方
法
は
存

二
五

O

(
お
)

在
し
え
な
い
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
種
々
の
貨
幣
の
|
|
現
在
で
は
銀
行

券
と
鋳
貨
と
の

l
l実
質
価
値
と
名
目
価
値
と
の
正
当
な
比
率
を
回
復
す

る
方
法
は
党
換
再
開
以
外
に
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
今
や
、
ほ
と
ん

ど
九
O
Q
に
も
の
ぼ
る
〔
地
方
〕
銀
行
が
存
在
し
、
そ
の
各
々
が
自
己
の

利
益
に
従
っ
て
行
動
し
、
ま
た
、
利
益
が
あ
が
る
と
考
え
る
紙
券
を
そ
の

量
に
お
い
て
無
制
限
に
発
行
す
る
力
を
持
つ
わ
が
国
に
お
い
て
、
鋳
貨
と

要
求
次
第
の
支
払
が
停
止
さ
れ
て
い
る
紙
券
と
の
間
の
〔
実
質
価
値
と
名

目
価
値
と
の
〕
同
等
性
が
わ
ず
か
の
期
間
で
も
維
持
さ
れ
う
る
と
想
像
す

る
こ
と
は
馬
鹿
げ
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
(
③

E
ミ
守
、

2
5
Rミ
ミ
E
2・

3
・
8
・
ω
?
8・
a
l
g
-
お
|
怠
〉
。
と
こ
ろ
が
、
免
換
再
開
を
す
る
に
あ
た

っ
て
、
川
、
旧
平
価
で
(
金
一
オ
ン
ス
コ
一
ポ
ン
ド
一
七
シ
リ
ン
グ
一

O
M

ペ
ン
ス
ヌ
刷
、
現
在
の
地
金
の
市
場
価
格
で
(
金
一
オ
ン
ス
五
ポ
ン
ド

八
シ
リ
ン
グ
)
、
刷
、
川
凶
の
中
間
で
(
金
一
オ
ン
ス
五
ポ
ン
ド
〉
再
開

す
る
と
い
う
三
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
二
一
方
法
は
「
諸
個
人

の
財
産
に
き
わ
め
て
異
な
っ
た
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
当
然

に
、
わ
が
国
の
複
雑
で
広
範
な
取
引
の
な
か
で
生
ず
る
に
ら
が
い
な
い
き

シ
ヤ
ス
テ
一
イ
ス

ま
さ
ま
の
ケ

i
ス
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
異
な
っ
た
程
度
の
公
平
さ
を

も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
」
。
そ
し
て
選
択
す
べ
き
方
法
は
第
二
家
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
そ
の
理
由
は
、
正
貨
支
払
停
止
以
前
か
ら
の
少
数
の
債
権
者
に

対
し
て
公
平
を
与
え
よ
う
と
し
て
旧
平
価
で
免
換
再
開
を
す
る
と
、
正
貨

支
払
停
止
以
降
に
減
価
し
た
紙
券
で
金
を
借
り
た
多
数
の
債
務
者

l
lし

か
も
こ
こ
数
年
間
、
政
府
へ
の
貸
付
以
外
の
一
般
の
貨
幣
取
引
は
貸
付
期

間
が
短
期
化
さ
れ
て
き
て
い
る

l
iに
対
し
て
「
最
大
の
不
正
」
を
働
く



と
い
う
こ
と
、
更
に
、
第
二
案
に
よ
っ
て
正
貨
支
払
停
止
以
前
か
ら
の
債

権
者
も
利
益
を
得
る
|
|
な
ぜ
な
、
り
ば
、
現
行
の
不
換
制
度
が
続
け
ば
紙

券
の
減
価
は
更
に
増
大
し
、
債
権
者
の
損
失
は
確
実
に
治
大
す
る
が
、
免

換
再
開
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
将
来
の
損
失
か
ら
逃
れ
う
る
か
ら
i
!
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
「
社
会
全
体
へ
の
公
平
さ
は
」
第
二
案
の

「
採
用
と
い
う
方
策
を
さ
し
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
(
⑬
L
3
h
t
・
-
3・
8
l

A
H
A
P
-

串
斗
岨
白

N
l
l由
A
H
)

。

ロ
ー
ダ
l
デ
l
ル
は
こ
う
し
た
理
由
で
、
デ
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
提

案
す
る
が
、
そ
う
し
た
提
案
を
す
る
根
底
の
理
由
は
、
旧
平
価
で
の
免
換

が
も
た
ら
す
財
産
の
分
配
の
変
化
を
阻
止
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
正
貨
支
払
停
止
以
降
財
産
の
分
配
は
変
化
し
て
し
ま
っ
た

そ
し
て
こ
の
変

K
は
彼
に
と
っ
て
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
い

l
i、
し

か
し
、
現
在
旧
平
価
に
復
帰
す
る
と
更
に
大
き
な
財
産
の
分
配
の
変
化
が

生
じ
、
か
つ
経
済
的
混
乱
が
も
た
も
り
さ
れ
る
と
彼
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

ロ
l
ダ

l
デ
i
ル
は
、
「
旧
金
属
本
位
か
ら
の
離
脱
以
降
、
わ
が
国
の
財
産

に
生
じ
た
配
分
状
態
門
の
変
化
〕
は
、
全
般
的
な
破
庭
と
混
乱
と
い
う
光

景
を
生
み
だ
す
こ
と
な
く
歩
を
戻
す
こ
と
〔
1
旧
平
価
へ
の
復
帰
〕
を
不

可
能
に
し
て
い
な
い
か
」
と
問
題
を
提
起
し
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。
す
な

わ
ち
、
わ
が
国
を
「
き
わ
め
て
危
険
な
状
態
」
に
陥
し
い
れ
て
い
る
対
仏

戦
争
中
の
公
債
の
大
増
加
に
よ
っ
て
、
公
債
費
は
急
増
し
、
そ
の
支
払
の

た
め
に
税
は
極
め
て
重
く
な
り
、
こ
う
し
た
「
莫
大
な
負
担
」
に
わ
が
国

が
長
く
耐
え
ら
れ
る
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
、
紙
券
減
価
に
よ
っ
て
、

公
債
費
の
名
目
価
値
は
増
大
し
て
い
る
が
そ
の
実
質
何
値
は
減
少
し
て
い

?
iダ
l
Jア
ー
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
〈
二
〉

る
。
す
な
わ
ち
、
一
八

O
八
年
の
公
債
費
は
二
八
二

O
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
時
に
は
金
一
オ
ン
ス
の
市
場
価
格
は
四
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
か

ら
棋
準
鋳
貨
で
の
公
債
費
は
二
七
四

O
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一

八
二
二
年
の
公
債
費
は
三
四
二
一

O
万
ポ
ン
ド
と
増
大
し
た
|
!
な
お
、
同

年
の
公
債
残
高
は
六
億
五
二

O
O万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
|
|
が
、
金
一
，
マ

ン
ス
の
市
場
価
格
は
五
ポ
ン
ド
八
シ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
か
ら
標
準
鋳
貨
で

の
公
債
費
は
二
四
七

O
万
ポ
ン
ド
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
旧
平
悩
に
復

帰
す
る
と
、
一
八
一
三
年
の
公
債
費
は
標
準
鋳
貨
で
三
四
一
二

O
万
ポ
ン
ド

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
減
価
し
た
紙
券
で
公
債
を
買
っ
た
人
々
は
大
き
な

利
益
を
得
、
ま
た
他
方
で
公
債
費
の
増
大
の
た
め
に
追
加
税
が
課
せ
ら
れ

担
説
者
は
更
に
財
産
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
う
し
た
田
平
価
へ
の

復
帰
と
そ
れ
が
生
ぜ
し
め
る
追
加
税
と
は
「
諸
個
人
の
財
産
を
大
き
く
混

乱
さ
せ
」
、
「
勤
勉
な
人
々
の
繁
栄
」
を
害
す
る
の
で
あ
る
令
戸
③
忌
た
J

3
・さ
1
2司
∞
由
)
。

さ
て
、
以
上
み
た
ロ

l
ダ
!
日
ア

l
ル
の
経
済
政
策
論
か
ら
次
の
こ
と
が

指
摘
し
う
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
彼
の
場
合
に
は
、
財
産
の
分
配
の
変

化
を
も
た
ら
す
原
因
と
し
て
戦
争
遂
行
の
た
め
の
経
済
諸
政
策
の
み
が
と

り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
第
二
に
l
l
i
こ
れ
は
彼
の
デ
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案
か
ら
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
|
¥
フ
ラ
ン
ス
と
の

戦
争
以
降
、
巨
額
の
公
債
発
行
・
重
税
・
不
換
制
度
下
で
の
紙
券
減
価
に

よ
っ
て
財
産
の
分
配
は
変
化
し
、
ま
た
投
機
的
商
業
の
拡
大
と
い
っ
た
憂

う
べ
き
事
態
が
生
じ
て
は
い
る
が
、
す
で
に
生
じ
て
し
ま
っ
た
こ
う
し
た

財
厳
の
分
配
の
変
化
を
強
制
的
に
元
に
戻
そ
う
と
す
れ
ば
更
に
大
き
な
財

五



ロ
ー
ダ

I
一
ア
ー
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
つ
一
)

産
の
分
配
の
変
化
が
生
じ
、
経
済
的
混
乱
が
生
ず
る
場
合
に
は
、
彼
は
こ

れ
に
反
対
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
戦
争
の

終
結
三
八
一
五
年
〉
以
降
の
彼
の
経
済
政
策
論
は
、
更
な
る
財
産
の
分
配

の
変
化
を
抑
え
る
こ
と
、
ま
た
、
戦
後
不
況
を
結
果
的
に
加
重
す
る
諸
政

策
を
批
判
す
る
こ
と

i
ー
な
ぜ
な
ら
ば
、
戦
時
需
要
が
生
み
だ
し
た
莫
大

な
製
造
業
人
口
は
戦
時
需
要
の
消
失
に
よ
っ
て
過
剰
と
な
り
、
こ
う
し
た

過
剰
人
口
の
な
か
に
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
制
度
の
変
革
を
企
て
る
動
き
が
見

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
ー
ー
を
中
心
と
し
て
主
張
さ
れ
る
。

(

1

)

ロ
ー
ダ
l
デ
l
ル
は
⑨
vhhhp.q
言
詰
『

H
F
Z
H
E
L∞
宮
に
お
い
て
、

革
命
前
の
フ
ラ
ン
ス
の
財
産
の
分
配
状
態
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
幾
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
、
そ
の
財
産
は
貴
族
階
級
の
聞

で
分
配
さ
れ
、
そ
し
て
、
こ
の
財
産
の
分
配
の
不
平
等
は
彼
ら
が
享
受
し
た
特

権
と
免
税
権
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
公
債
の
増
発
と
王
室
の
浪
費
ζ

に
よ
っ
て
一

リ
y
ナ
イ
ズ

層
拡
大
さ
れ
て
き
た
。
「
実
際
の
と
こ
ろ
、
国
の
富
の
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
部

分
が
大
財
産
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
少
数
の
人
々
の
間
で
わ
け
ら
れ
、
ま
た
そ
の
支

出
が
つ
ね
に
同
一
の
地
点
〔
H

パ
リ
〕
で
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
な
国
は
他
に
は

な
か
っ
た
」

t(3・
ω
8
1
8
3
0

(

2

)

ロ
望
凶
仏
国
E
g
o
-
司
之
町
同
誌
hω

室
内
向
言
。
宮
h
E
・
E
-
S
開・岡山。
Z
Eロ司

5
3
司円》・

5ω
・
(
田
中
敏
弘
訳
『
経
済
論
集
』
、
一
四
八
ペ
ー
ジ
。
〉

(
3
〉
回
・
HN
・
v
F
H
n
F
o
z
-
h
宮
町
、
ね
え
。
¥
旬
、
む
な
P

』
夜
足
。
ミ
ミ
~
ω
H
Q
H
Z
H
R
ア

H
U
m
M
・司・品
C
H
・

ハ
4
)
〉
・
印
E
H門
F
U

司
E
H
H
b

。
¥
き

5
5・
2
日
開
。
唱
包
・
L
U
4
?
2
-
-
N屯

問者
-
U
M
ナ
坦
M
M
l
u
N
U
u
C
N
U
・
(
大
内
兵
衛
・
松
川
七
郎
訳
、
岩
波
文
庫
版
第
五

分
冊
、
四

O

四
一
、
三
六
、
五

0
ペ
ー
ジ
。
訳
文
は
一
部
変
更
。
)

二
五
二

(

5

)

冨同庁円『

o-fe・之
HJ
司・

8
N・

(
6
〉
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
減
債
基
金
は
一
七
一
六
年
に
ロ
パ

l
ト
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー

ル
に
よ
っ
て
、
低
利
借
替
え
に
よ
る
収
入
を
財
源
と
し
て
創
設
さ
れ
た
υ

創
設

当
初
は
一
応
規
足
通
り
運
胤
さ
れ
、
公
債
償
還
と
い
う
本
来
の
役
目
を
果
し
て

い
た
む
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
は
一
七
三
三
年
に
、
「
減
債
基
金
は
今
や
大
き
く
成
長

し
、
年
々
約
一
二

O
万
ポ
ン
ド
を
生
み
、
だ
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
す
べ

て
の
公
債
所
有
者
に
と
っ
て
恐
怖
に
ま
で
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
の
で
あ
っ

た
し
か
し
そ
の
頃
か
ら
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
自
身
に
よ
っ
て
、
準
備
金
と
し
て

流
用
さ
れ
は
じ
め
、
そ
の
性
格
は
変
貌
し
、
つ
い
に
は
新
規
公
債
の
た
め
の
手

段
と
な
る
に
至
り
、
そ
し
て
リ
チ
ャ

i
ド
・
プ
ラ
イ
ス
の
舌
一
口
う
よ
う
に
、
減
債

基
金
は
「
そ
の
親
の
手
に
よ
っ
て
早
ま
っ
て
破
壊
さ
れ
」
、
そ
の
本
来
の
機
能

は
停
止
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
(
⑥
、
忘
同
町
内
芸
誌
に
H
F
Z件
。
チ
ヨ
古
田
y
日
間

ω-

NωSL
す
な
わ
ち
、
「
滅
債
基
金
は
修
復
で
き
な
い
ほ
ど
に
損
わ
れ
て
し
ま
っ

て
い
た
。
減
債
基
金
の
悪
用
は
も
は
や
財
政
政
策
の
通
例
の
姿
に
な
っ
た
。
一

七
三
四
年
に
は
、
二
一

O
万
ポ
ン
ド
が
そ
の
年
の
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
減
債
基

金
か
ら
取
り
だ
さ
れ
た
ω

ま
た
一
七
三
五
年
に
は
、
減
債
基
金
の
収
入
が
前
も

っ
て
使
わ
れ
た
υ

こ
う
し
た
習
慣
は
そ
れ
以
降
ほ
と
ん
ど
間
断
な
く
続
い
た
。

:
:
:
減
債
基
金
の
本
来
の
機
能
は
完
全
に
失
な
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た

公
債
は
な
お
滅
債
基
金
の
助
け
に
よ
っ
て
償
還
さ
れ
は
し
た
が
、
シ
ス
テ
マ
テ

ィ
ッ
ク
な
公
債
償
還
政
策
は
は
っ
き
り
と
放
棄
さ
れ
て
い
た
」
(
出
-
Y

同
月
四
円
2
4
2
・
同
ふ
』
崎
、
亘
社
同
室
内
え
な
F
H
-

ロ0
項
目
日
間
)
月
四
日
。
ロ

H
U自
由

-
u
-

念
)

の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
減
債
基
金
が
そ
の
本
来
の
機
能
を
失
い
新
規
起
債

の
手
段
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
!
ル
の
そ
れ
の
流
用
以
降
、
人
々

の
目
に
は
明
ら
か
に
な
り
、
『
国
富
論
』
出
版
時
に
は
ス
ミ
ス
は
次
の
よ
う
に

明
言
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
G

す
な
わ
ち
、
「
減
債
基
金
は
旧
債
を
償



還
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
規
起
債
を
ひ
じ
よ
う
に
促

進
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
家
の
な
ん
ら
か
の
非
常
事
態
に
際
し
て
貨

幣
の
調
達
が
企
図
さ
れ
る
場
合
、
な
に
か
他
の
不
確
実
な
基
金
を
助
け
て
抵
当

に
い
れ
る
た
め
に
、
つ
ね
に
手
元
に
お
か
れ
る
補
助
的
な
基
金
な
の
で
あ
る
」

3
8ミ

fe-三
H
J
S
-
-
M
L
Y
丘
町
唱
え
・
官
官
ゐ

N
C
i由
自
・
邦
訳
、
第
五
分

冊
、
二
四
ペ
ー
ジ
。
三
一
一
l
士
一
三
ペ
ー
ジ
J

と。

一
七
八
六
年
に
創
設
さ
れ
た
減
債
基
金
は
、
対
仏
戦
争
が
始
ま
る
ま
で
に
一

O
二
四
万
ポ
ン
ド
の
公
債
を
償
還
し
、
ま
た
一
七
九
二
年
に
は
減
債
基
金
の
拡

大
も
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
目
的
は
コ
ン
ソ
ル
公
債
の
額
面
価
格
を
高
〈
絵
持
す

る
ζ

と
で
あ
り
、
こ
う
し
て
、
戦
争
勃
発
後
必
要
と
な
っ
た
新
規
起
債
の
条
件

を
緩
和
す
る
の
に
役
立
っ
た
の
で
あ
っ
た
(
山
内
・
国
白
石

5
2
2・
。
V
-
2
-
H
J
沼
y

H
o
u
-
-
H
c
m
)
。
n同
.
F
2
4汁
RHEo---
。』守・へ
N.H-wHyh肝
C
M
・

(

7

)

認
=
n
F
O
ロ

-e・
5
・
b
・
8
悶
こ
の
時
期
に
ピ
ッ
ト
は
前
述
の
滅
償
基
金

の
創
設
を
は
じ
め
、
諸
税
の
整
理
・
統
合
、
徴
税
機
構
の
改
革
(
一
七
八
五
年

の
吋
ω同
。
『
向
山

n
o
の
形
成
〉
、
一
七
八
七
年
の
統
合
基
金
(
わ
。

zcロ
島
民
包

司

s
e
の
形
成
等
、
「
公
債
制
度
、
税
制
お
よ
び
財
務
行
政
機
構
の
各
面
に
、

節
約
、
能
率
化
あ
る
い
は
資
本
主
義
的
合
理
化
の
努
刀
」
を
お
こ
な
っ
た
の
で

あ
る
(
佐
藤
進
『
近
代
税
制
の
成
立
過
程
月
一
九
六
五
年
、
九
二
ペ
ー
ジ
)
。

な
お
、
以
下
の
財
政
問
題
に
関
す
る
叙
述
は
、
佐
藤
氏
の
著
書
第
三
章
の
ほ
か

に
、
土
生
芳
人
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
期
の
イ
ギ
リ
ス
所
得
税
」
〈
司
岡
山
大
学
法

経
学
会
雑
誌
』
第
一
一
一
巻
第
四
号
、
一
九
六
三
年
〉
に
お
お
く
を
負
っ
て
い
る
。

(
8
)

但
し
、
こ
の
算
定
額
に
は
銀
行
資
本
か
ら
の
利
得
(
公
債
利
子
を
除
く
〉

の
大
部
分
が
除
外
さ
れ
て
い
る
。
な
お
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
一
八

O
一
年
の
国
民

所
得
を
二
億
三
二

O
O万
ポ
ン
ド
と
見
積
っ
て
い
る

Q
日
R
F
o
-
-
凶毛
-
R
H
J

U
・臼田町)。ロ
i
ダ

i
Jア
l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
(
二
)

Great Britainの経費(単位:千ポンド〕

(カツコ内は各費目の総経費中1
に占めるパーセントを示す / 

|民事費 i寧事費 1

9.310 (55) i 2.066 (12) 1 5.577 (33) i 

9.149 (47) f 2.337 (12) I 8.136 (41) 

9仏幻.7幻 (α34の)i 2. 切例3( 7η) 16ち83幻7(句59の)

川

28寸254(67) 

41 028 (71) i 

1798 47，422 16，沿此Oω29(34) 2 678 ( 6) i 28，714 (60) 

1799 47ω16附(却 2，6ω倒8剖1( 6〕i27脱(悶|

(士一牛一芳人，前掲論文 80ベージより作成〕

第二表

費債F、vぷ、|総額|年度

2，516 ( 6) 11. 602 (27) 1796 

3.028 ( 5) 13 59.1 (24) 

42，372 

57.649 17，η 

(
9
)

一
七
九
二
!
一
七
九
九
年
の
経
費
内
容
は
第
二
表
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
軍
事
費
の
総
経
費
中
に
占
め
ろ
v

割
合
の
高
さ

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
公
債
費
の
割
合
も
高
い
こ
と
で
あ
る
-
一
七
九
三
!
一

七
九
九
年
の
再
輪
出
を
除
く
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
出
額
は
一
億
二
七

O
O万

ポ
ン
ド
で
あ
る
が
、
同
期
間
の
公
債
費
は
そ
の
四
分
の
三
強
の
八
七

O
O万
ポ

ン
ド
に
も
達
し
て
い
る
合
同
冨

R
Z
]ケ
ミ
ミ
H
J
U唱
-
M

∞H
U
S
H
)
f

更
に
、

二
五
三



ロ
ー
ダ
!
日
ア

l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
つ
一
)

大
陸
同
盟
諸
国
へ
の
補
助
金
も
経
費
を
膨
脹
さ
せ
て
い
る
。
例
え
ば
一
七
九
六

年
に
は
、
そ
れ
は
一

O
六
五
万
ポ
ン
ド
に
も
達
し
た

(
A
・
ア
ン
ド
レ
ア
デ
ス

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
史
』
。
町
田
義
一
郎
・
吉
田
啓
一
訳
二
一
一
六
ペ
ー
ジ
)
。

(
凶
)
ア
ン
ド
レ
プ
デ
ス
、
前
掲
書
一
二
四
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
更
に
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
も
政
府
へ
の
貸
上
げ
の
増
加
に
難
色
を
示

し
て
い
た
。
例
え
ば
、
-
七
九
六
年
の
同
銀
行
の
政
府
へ
の
貸
上
総
額
は
八
一

0
0万
ポ
ン
ド
に
も
昇
っ
た
(
え
・
出
白
片
岡
円
2
2
ω
w
o
b
え
H
J
H
)
H
H
G
。

(
m
u
)

当
日
E
自
問
。
ロ
ロ
邑
ア
同
誌
h
E
P
H
Q
H
Q
同
町
S
H
E
-
M
1
3
-
H
U
]
ω
ヨ

目

y
H自
由
・

(
門
川
)
佐
藤
進
、
前
掲
書
、
九
七
ペ
ー
ジ
。

(
凶
)
イ
ギ
リ
ス
の
租
税
収
入
は
、
一
七
九
三
年
か
ら
一
七
九
七
年
ま
で
は
一

八
O
O万
ポ
ン
ド
か
ら
一
二

O
O万
ポ
ン
ド
の
聞
を
推
移
し
た
が
、
ト
リ
プ

ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
賦
課
さ
れ
た
一
七
九
八
年
に
は
こ
七
O
O万
ポ
ン
ド

に
、
所
得
税
の
賦
課
さ
れ
た
-
七
九
九
年
に
は
三
二

0
0万
ポ
ン
ド
に
増
加
し

て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
‘
歳
入
額
に
占
め
る
租
税
収
入
の
割
合
は
、

↓
七
九
八
年
は
五
五
第
、
一
七
九
九
年
は
六
九
労
で
あ
る
。

な
お
ト
リ
プ
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
・
ア
セ
ス
ド
・
タ
ッ
F
ス
を
基
礎
と

し
な
が
ら
、
そ
の
税
額
を
所
得
額
と
関
連
さ
せ
よ
う
と
し
た
租
税
で
あ
り
、
中

流
・
上
流
階
級
に
対
す
る
所
得
比
例
税
の
意
図
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
税
収
は
期
待
収
入
を
大
き
く
下
廻
っ
て
二

O
O万
ポ
ン
ド
に
み
た
な
か
っ

た
(
珂
)
な
お
ピ
ッ
ト
は
、
一
七
九
九
年
の
各
種
所
得
を
次
の
よ
う
に
算
定
し
て

い
る
。
地
代
|
1
二
五

O
O万
ポ
ン
ド
、
借
地
農
利
潤
|
1
一
九
O
O万
ポ
ン

ド
、
公
債
利
子
|
|
玉

O
O万
ポ
ン
ド
、
外
国
貿
易
利
潤
i
l
l
一一一

O
O万

ポ
ン
ド
、
園
内
商
工
業
利
潤

1
|二
八

O
O
万
ポ
ン
ド
(
三
・

@
E
E
E
e

二
五
四

ぬ~??一戸ω件。ι・・目
u

・ω吋吋)。

(
日
川
)
土
生
芳
人
、
前
掲
論
文
、
八
六
八
九
ペ
ー
ジ
。

(
げ
)
「
穀
物
な
ら
び
に
他
の
食
料
品
の
価
格
騰
貴
が
戦
争
の
開
始
後
九
年
間

の
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
階
級
の
歴
史
を
支
配
し
て
い
る
。
貨
幣
賃
金
は
上
昇
し
た

が
‘
『
生
活
必
需
品
の
価
格
の
上
昇
に
く
ら
べ
れ
ば
き
わ
め
て
不
十
分
な
割
合

に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
』
」
(
の

m
q
q司
河

o
m
g
d
F
印
P
F
J司
号
宮
崎
M
3
』
芯
h
3
8，志

向
湾
問
¥
宮
内
叫
廷
内
込
町
。
ぉ
。
¥
忌
ゐ
旬
、
む
な
』
町
内
円
。
ミ
。
室
、
同
可
U
E
H
白
人
叫
己
e

ぐ

o--H-

H
u
g
-
司
印
品
)
。
「
し
た
が
っ
て
労
働
者
階
級
や
貧
困
な
階
級
の
困
窮
は
非
常
に

き
び
し
く
、
彼
ら
よ
り
少
し
上
の
階
級
や
一
般
に
か
ぎ
ら
れ
た
貨
幣
所
得
に
依

存
す
る
す
べ
て
の
階
級
の
窮
乏
は
大
き
か
っ
た
。
ま
こ
と
に
こ
の
記
憶
す
べ

き
〔
穀
物
の
]
欠
之
の
全
時
期
は
4

社
会
の
大
部
分
に
と
っ
て
大
き
な
苦
痛
の

時
期
で
あ
っ
た
L

(

ト
ゥ
ッ
F
『
物
価
史
』
藤
塚
知
義
訳
、
第
-
巻
三
一

O

三
一
一
ペ
ー
ジ
)
。
な
お
、
院
外
救
助
を
唱
っ
た
ス
ピ

l
ナ
ム
ラ
ン
ド
制
度

の
発
足
は
、
一
七
九
五
年
で
あ
る
。

(
同
)
佐
藤
進
・
前
掲
書
九
六
ペ
ー
ジ
。

ハ
印
)
フ
エ
ツ
タ
l
は
・
『
公
富
論
』
で
ロ
ー
ダ

l
デ
l
ル
が
減
償
基
金
b
t

批
判

し
た
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
ダ

l
デ
i
ル
は
減
債
基
金
が
公
債
の
価
格
を
高
め
、
利

子
率
を
低
め
.
有
利
な
投
資
先
を
奪
う
こ
と
を
恐
れ
た
と
主
張
し
、
こ
う
し
た

ロ
l
ダ
l
デ
l
ル
の
立
場
を
投
資
家
階
級
の
そ
れ
と
規
定
し
て
い
る
合
同
・
司
・

〉
町
立
芯
H
-
F
E
H
ι
。
三
色
。
〆
。
〈
O
B
m
wぐ
宙
開

p
o
雪
山
ア
』
道
内
コ
2
3
R
。
足
。
室
町
内

2
2
.
2
F
〈
。
-
H
M
G
2
・
ロ
0
・
ω
L
U
品
目
・

2
y
N
a
自
由
)
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
う
し
た
フ
ェ
ッ
タ

l
の
規
定
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
は
、
本
文
で
の
ロ
ー
ダ
1

デ
l
ル
の
主
張
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
フ
エ
ツ
タ

l
の
規
定
に
対
す
る
適

切
な
批
判
と
し
て
は
、
玄
・

3
同
口

HY
」

F
h
Q
N
H
b
E
S且

NRN
記
号
、
t
Q
N
F
H
U
由
H
-

B
・
5
4
1
5
u
を
み
よ
。
ま
た
ト
ム
ス
ン
も
、
「
?

l
ダ
l
デ
l
ル
の
特
別
な



反
感
は
マ
ニ
イ
ド
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
に
向
け
ら
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
(
出
・

司
・
叶
目
5
5
8
P
F
E
品
。
え
包
0
.
ω
E
ュ
『
唱
同
日
司
E
o
g
o
口
甘
口
冨
山
口
ロ
ロ
g
n
o

可
申
由
|
コ
3
・

h
z芯
ミ
ミ
、
。
同
町
同
町
内
ミ
2
3
。
苦
し
ア
4
0
H
・
M
-
S
・
M
・
5
3
・

HV・
ω自由〉。

(
却
)
ロ
ー
ダ

1
デ
l
ル
は
⑧
吋
守
E
宣
H
G
2
H
。
忌
偽
札
柄
拘
冊
、
。
¥
司
丘
町
ー

な
h
H
S
・
5
M
U
で
は
、
公
債
増
発
↓
政
府
支
出
増
加
↓
有
効
需
要
増
加
↓
生
産

拡
大
と
い
う
論
理
を
提
示
し
、
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の
生
産
拡
大
効

果
を
賞
揚
す
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
観
点
は
存
在
し
な
い
。
な
お

?
lダ

l
デ
l
ル
は
、
一
七
九
六
年
の
ピ
ッ
ト
内
閣
の
財
政
政
策
を
こ
う
評
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
「
先
例
の
な
い
・
憲
法
違
反
の
・
そ
し
て
議
会
の
承
認
を
え

な
い
・
公
金
の
〔
同
盟
国
〕
皇
帝
へ
の
送
金
な
ら
び
に
無
基
公
債
の
未
曽
有
の

累
積
、
こ
れ
ら
は
こ
の
年
の
財
政
政
策
の
も
っ
と
も
顕
著
な
特
徴
を
な
し
た
の

で
あ
っ
た
」
(
@
吋
ぎ
ミ
h
文
句
室
、
ミ
S
E
-
-
v
・
H
S
。

(
幻
)
「
貨
幣
市
場
の
〔
高
利
子
率
と
い
う
]
現
状
に
お
い
て
は
、
富
者
円
但

し
、
消
費
者
-
般
と
考
え
て
よ
い
〕
が
〔
税
を
支
払
う
た
め
に
〕
借
入
れ
を
す

る
こ
と
は
ま
っ
た
く
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
必
ず
や
、
彼
ら
が
課
せ
ら

れ
た
額
は
所
得
を
貯
蓄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
」

ハ
@
甲

5
3同
意
号
号
、
旬
。
」
〈
言
S
F
司
・
ω由〉。

(
忽
〉
し
か
も
こ
の
場
合
、
政
府
が
獲
得
す
る
力
は
公
債
所
有
者
が
得
る
そ
れ

よ
り
も
「
無
限
に
大
き
い
」
ハ
広
・
@
同
】
恥
量
h』

5
s
b
.一言志向
F
H
y
m
C
〉
。
ま

た
ロ

l
ダ
1
デ
l
ル
は
⑥
均
さ
な
な
忌
ぬ
室
内
N
E
ミ
町
三
号
、
3
L
∞C
印
に
お
い

て
は
、
「
歳
入
の
増
加
、
多
数
の
財
政
諸
規
制
、
ま
た
か
か
る
規
制
が
財
産
の

分
配
に
も
た
ら
し
た
重
大
な
変
化
は
、
王
室
が
従
来
所
有
し
た
よ
り
も
、
ま
た

所
有
し
よ
う
と
望
ん
だ
よ
り
も
よ
り
有
力
な
力
を
王
室
に
与
え
て
は
い
な
い
か

ど
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
ハ
唱
-
S
。

ロ
ー
ダ
!
日
ア

l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
(
二
)

(
幻
)
「
資
本
〔
H
財
産
〕
の
管
理
に
伴
う
あ
ら
ゆ
る
カ
を
一
個
人
〔
H
ピ
ッ

ト
〕
の
意
図
を
実
行
に
移
す
目
的
に
使
う
た
め
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
割
合
の
国
民

の
資
本
が
〔
一
個
人
の
手
に
〕
結
合
さ
れ
た
こ
と
は
か
つ
て
な
か
っ
た
」
(
@

司
雪
高
』

5
S
》

.5耳
F

3
・
E
i問
問
)
。

(
川
品
)
つ
ま
り
、
「
内
閣
は
わ
が
国
の
財
産
と
政
治
制
度
と
を
保
持
す
る
と
い
う

口
実
で
戦
争
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
戦
争
は
財
産
を
侵
害
し
、

政
治
制
度
を
危
険
に
陥
し
い
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
(
@
h
e
a
k
-
-
司
・
明
日
)
。
端

的
に
表
現
す
れ
ば
、
こ
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
は
「
危
機
的
状
況
」
に
お
ち
い
っ

て
い
る
合
同
・
@
安
定
S
S
ミ
ぬ
句
定
R
F
U
-
S
。

(
お
)
「
わ
れ
わ
れ
は
、
真
理
・
救
い
の
チ
ャ
ン
ス
か
、
ピ
ッ
ト
氏
・
磁
突
な
る

破
滅
か
の
い
ず
れ
か
の
選
択
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
@
、
若
宮
ミ
言
。
l

Q

句
室
、
2
。
¥
¥
な
詰
滋
2
y
官

-HN)。

ハ
お
)
な
お
、
@
H
U
E
S
-
、
。
、
ミ
な
ミ
ミ
h
L
寸
志
吋
以
降
ロ
ー
ダ
l
デ
l
ル
は
正

面
か
ら
の
戦
争
批
判
を
や
め
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
制
度
の
危
機
へ
の
警
鐘
も
後
景

に
退
く
|
i政
治
制
度
の
危
機
が
再
び
論
じ
ら
れ
る
の
は
戦
争
終
結
以
降
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
政
治
制
度
の
危
機
の
根
本
原
因
は
や
は
り
財
産
の
分

配
の
変
化
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
直
接
の
要
因
は
も
は
や
ピ
ッ
ト
内
閣
の
専
制
的

権
力
の
獲
得
で
は
な
く
、
戦
後
不
況
下
で
急
進
化
す
る
過
剰
人
口
と
彼
ら
を
巻

き
こ
ん
だ
議
会
改
革
運
動
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
後
述
|
|
。
こ
れ
は
、
一
七
九

九
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

p
l
デ
タ
I
の
発
生
や
同
年
の
通
信
協
会
禁
止
法
・
結

社
禁
止
法
に
よ
っ
て
戦
争
反
対
運
動
が
壊
滅
的
打
撃
を
被
っ
た
こ
と
と
も
関
連

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

(
G
・
D
・
H
・
コ
ー
ル
『
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
史

I』

林
・
河
上
・
嘉
治
訳
、
五
四
ペ
ー
ジ
参
照
)
。
す
な
わ
ち
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
に

存
在
し
た
諸
協
会
の
う
ち
で
最
左
派
と
目
さ
れ
る
ロ
y
ド
ン
通
信
協
会
に
お
い

て
さ
え
、
一
七
九
八
年
四
月
の
会
議
で
書
記
エ
ヴ
ア
ン
ズ
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府

二
五
五



ロ
ー
グ

I
デ
l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
つ
一
)

は
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
は
市
民
的
自
由
を
抑
圧
し
、
国
外
で
は
侵
略
的
政
策
を
お

こ
な
い
、
「
共
和
主
義
を
宣
伝
す
る
よ
り
も
広
範
な
軍
事
的
専
制
政
治
を
う
ち

た
て
よ
う
と
し
て
い
る
」
よ
う
に
思
え
る
、
'
と
述
べ
て
い
た
(
出
・
ゎ
。
-
ロ

5
・

叶
F
O
F
O
ロ
ι。
口
。
。
号
。
ω
口
。
ロ
岳
ロ
岡
山
o
n
-
o
q
u
同
)
ぬ
き
号
、
Q
q
k
n
室
内
ご
』
、
N
a
b
章
、

苦
言
、
達
郎
S
H
・
5
E
・
M
M

・
同
日
凶
〉
。
ま
た
マ
イ
ケ
ル
は
、
ピ
ッ
ト
の
弾
圧
政
策
と
ナ

ポ
レ
オ
ン
の
登
場
と
が
イ
ギ
リ
ス
の
世
論
に
与
え
た
影
響
を
こ
う
述
べ
て
い

る
。
「
一
八

O
二
年
と
い
う
年
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
直

接
の
影
響
が
終
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
:
:
・
コ
ッ

F
パ
I
ン
は
彼
の
『
回

想
録
』
に
こ
う
記
し
て
い
る
。
『
軍
事
的
専
制
政
治
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
は
っ
き

り
と
進
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
な
か
に
自
由
の
み
を
見
て
き

た
人
々
の
自
は
閲
か
れ
た
。
そ
し
て
、
〔
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
〕
侵
略
と
い
う
恐
怖

は
す
べ
て
の
政
党
を
国
の
防
衛
の
た
め
に
団
結
さ
せ
:
:
:
た
』
」
と
(
恒
常
持
-
0
・

匂
2と
Q
E
同
Q
菩
片
岡
常
町
立
書
恥
勾
さ
ミ
ミ
な
P
H
V
-
N
H
C
。
そ
し
て
ロ
ー
ダ
!

日
ア
ー
ル
も
、
革
命
の
進
展
に
伴
っ
て
フ
ラ
ン
ス
を
は
っ
き
り
と
「
敵
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
て
い
た
(
ぇ
・
@
h
u
Z
E
ミ
珪
E
E
2
2
v
」
、
・
ミ
ミ
室
内
G
・
S
・
M
l
臼
)
。

だ
が
、
ロ

l
ダ
i
デ
l
ル
に
と
っ
て
の
第
一
の
問
題
は
対
仏
戦
争
を
お
こ
な

う
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
イ
ギ
リ
ス
政
治
制
度
の
危
機
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
の
進
展
は
二
次
的
問
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
フ
ォ
ッ

F
ス
も
、

「
フ
ラ
ン
ス
草
命
と
開
戦
と
の
後
は
、
主
要
な
危
険
は
フ
ラ
ン
ス
な
ら
び
に
フ

プ
リ

γ
シ
プ
ル
ズ

ラ
ン
ス
の
主
義
か
ら
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
の
行
政
部
の
力
の
増
大

か
ら
生
ず
る
と
信
じ
続
け
た
」
の
で
あ
っ
た

C-
戸
口
広
三
ιι
ア
円
U
E
ユ
Z

Y
B
E
明
。
凶
器
E
2
0
ユ
自
・
町
民
句
円
。
ミ
s
h
h
G
ミ
ミ
ミ
u
s
-
-
H
門戸二回
0
・
了

H
u
g
-
E
Y
U
印
印
。
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
草
命
の
進
展
が
ど
う
で
あ

れ
、
ロ
ー
ダ
l
デ
1
ル
は
ピ
ッ
ト
内
閣
に
よ
る
対
仏
戦
争
に
は
批
判
的
で
あ
り

つ
づ
け
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
@
』
U
N
Q
お
¥
号
ミ
H
宅
玄
h
以
降
、
正
面
か
ら

二
五
六

の
戦
争
拡
判
が
な
さ
れ
ず
、
ま
た
政
治
制
度
の
危
機
に
つ
い
て
の
発
言
が
控
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ピ
ッ
ト
内
閣
の
弾
圧
政
策
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
登

場
が
イ
ギ
リ
ス
の
な
か
に
愛
国
的
熱
情
を
沸
上
が
ら
せ
た
こ
と
と
へ
の
彼
な
り

の
対
応
を
示
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
@
h
u
E
S
¥
ミ
ミ
な
ミ
お
崎
で

は
、
現
在
の
よ
う
に
豆
類
の
歳
入
が
必
要
な
場
合
に
は
所
得
税
よ
り
も
相
続
税

(
g
H
S
E
n
n
o
g
-
o
ろ
が
適
し
て
い
る
と
主
張
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
戦

争
の
継
続
を
前
提
と
し
、
し
た
が
っ
て
巨
額
の
歳
入
を
調
達
す
る
必
要
を
前
提

と
し
た
う
え
で
、
い
か
に
し
て
ピ
ッ
ト
の
所
得
税
が
生
ぜ
し
め
る
経
済
的
悪
影

響
を
な
く
す
の
か
と
い
う
問
題
を
イ
ム
プ
リ
シ
ッ
ト
に
提
起
し
て
い
る
と
理
解

し
う
る
。
ま
た
@
N
U
N
S
¥
。
、
ミ
町
内
ミ
ミ
hv
で
指
摘
さ
れ
た
所
得
税
の
経
済
的
不

利
益
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
す
で
に
@
ω
s
a
s
s
ミ
ぬ
旬
、
E
q
F
@
、
若
宮
ミ

苦
E
主
活
句
。
¥
》
.
3
Q
3
2
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
ハ
n戸

@
E
Q
芯
¥
号
ミ
な
ミ
ミ
h
・
s
-
勾
|
白
日
@
匂
ミ
b
a
Q
号
、
。
¥
ぬ
也
君
忌
・
司
・
ω
由一

⑤
』
u
E
旬
、
ミ
苦
皇
室
主
句
。
」
、
b
s
Q
S
q
G
・
S
・
N品
l
u
S
。

(
幻
)
「
資
産
家
の
身
体
・
テ
ー
ブ
ル
・
部
屋
を
華
麗
に
飾
る
の
に
役
立
つ
、
フ

ラ
ン
ス
産
の
あ
ら
ゆ
る
財
貨
の
相
対
的
優
越
性
・
優
秀
さ
・
安
価
さ
」
に
対
し

て
、
「
生
活
上
の
慰
安
に
役
立
ち
、
ま
た
ほ
ん
の
小
金
を
所
有
す
る
人
々
の
手

に
届
く
あ
ら
ゆ
る
財
貨
の
巧
妙
さ
と
安
価
さ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
示
す
優
越

性
」
ハ
@
H
U
S
R
n
5
ミ
H
b
w
H
ω
件
。
P
・
S
・

ω
8
8由〉。

(
叩
叫
)
詳
細
に
は
、
拙
稿
「
ロ
ー
ダ

1
デ

i
ル
『
公
富
論
』
に
お
け
る
財
産
の

分
配
と
有
効
需
要
」

Q
立
教
経
済
学
論
叢
』
第
一

O
号
)
を
参
照
。

(
m
m
〉
な
お
、
@
図
柄
ぜ
な
H
O
S
G
遺
言
ミ
-
号
室
2
3
L
∞
C

印
と
@
与
宮
、
き
.
芯
h

ωHRN円。。
L

『
同
窓
。
町
立
叉
ミ
町
。
P
H
∞
口
印
と
は
、
と
も
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
当
時
の

経
済
状
況
に
関
係
す
る
論
説
で
あ
る
。
前
者
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
合
併
ハ
一

八
O
一
年
)
以
降
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
経
費
を
賄
う
た
め



に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
借
入
れ
を
す
る
と
い
う
慣
行
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
不
在
地

主
に
よ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
送
金
の
増
大
と
が
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
製
造
業
に
与
え
る
影
響
を
貨
幣
数
量
説
的
立
場
か
ら
論
じ
た
も
の
で

あ
る
。
後
者
は
、
一
七
九
七
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
正
貨
文
払
停
止
に
伴

っ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
銀
行
の
正
貨
支
払
が
停
止
さ
れ
た
こ
と
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
通
貨
と
為
替
相
場
と
に
与
え
た
影
響
を
プ
リ
オ
ニ
ス
ト
の
立
場
か
ら
論

じ
、
一
八

0
=一
年
の
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
通
貨
報
告
」
(
本
報
告
に
つ
い
て
は
、

田
中
生
夫
「
〈
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
遇
貨
報
告
〉
と
〈
地
金
報
告
〉
」
、
『
岡
山
大
学

法
経
学
会
雑
誌
』
第
一
五
号
、
一
九
五
五
年
を
参
照
u

に
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た

も
の
で
あ
る
(
門
戸
@
与
宮
、
苦
言
h
a
ミ
F
目
当
・
ロ
・
M
H
・

8
一』・

5
ロ
o
p

め司祭礼町内hwNぜ

HpmwHbR弓し官。¥同誌Hauw、
3
ね
た
。
s
a
N
H
W、
.RNKF円。
-v
・H由叶日・HYH日目)。

な
お
、
前
者
・
@
同
ぎ
な
な
H
F
内
苦
言
ミ
-
号
雪
之
立
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

お
け
る
産
業
革
命
の
進
展
を
ロ
ー
ダ
l
デ
l
ル
が
十
分
に
認
識
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
は
補
論
で
論
じ
た
い
。

(
ω
)
J
-
p
-フ
パ
ム
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
』
(
英
国
金
融
史
研
究
会
訳
)
第

二
巻
、
一
一
ペ
ー
ジ
。

(訂〉

Q
-
河
町
n
R
号
、
司
雪
辱
句
喝
さ

--E-
司
・
品
〈
末
永
茂
喜
監
訳
『

F
カ
ー
ド

ウ
全
集
』
第
三
巻
、
四
ペ
ー
ジ
。
)

(
辺
)
ト
ヮ
ッ
F
『
物
価
史
』
第
一
巻
(
藤
塚
訳
)
、
四
七
三
ペ
ー
ジ
参
照
。

(
お
)
一
八

O
八
年
か
ら
一
入
一
一
年
の
聞
に
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
の
流

通
額
は
一
七
五

O
万
ポ
ン
ド
か
ら
二
三
四

O
万
ポ
ン
ド
に
、
地
方
銀
行
券
の
そ

れ
は
こ
四
五

O
万
ポ
ン
ド
ハ
但
し
一
八

O
九
年
)
か
ら
三
三

O
O万
ポ
ン
ド
に

増
大
し
た
が
(
@
b
も
z
n
E
H
h
s
b
ω
ε
、
そ
れ
に
伴
っ
て
大
プ
リ
テ
ン
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
へ
の
輸
出
額
は
第
三
表
の
よ
う
に
急
増
し
た
。
そ
し
て
「
こ

の
二
年
の
間
三
八

O
九
!
一
-
年
〕
に
、
金
や
鋳
貨
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行

ロ
ー
ダ

l
デ

l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
(
二
)

第三表

年

1805 15，465，430 

1806 13，216，386 

1807 12，689，590 

1808 11，280，490 

1809 23，722，615 

1810 19，606，706 

(⑪Ibid.， p.33) 

券
と
の
聞
の
価
値
の
差
は
急
速
に
増
大
し
、
現
在
で
は
ニ

O
%
以
上
に
も
達
し

て
い
る
」
ハ
@
』
可
申
た
J

U

・
3
。

な
お
、
一
八

O
八
年
に
は
南
米
貿
易
が
開
か
れ
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

に
多
種
多
様
の
英
大
な
商
品
が
送
り
こ
ま
れ
、
こ
れ
ら
「
き
わ
め
て
価
値
の
高

い
商
品
が
現
に
何
週
間
に
も
わ
た
っ
て
浜
辺
に
お
か
れ
た
ま
ま
雨
露
と
あ
ら
ゆ

る
種
類
の
掠
奪
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
」
と
報
道
さ
れ
た
よ
う
な
輸
出
投
機
と
そ

の
崩
壊
と
が
生
じ
た
が
(
ト
ゥ
ッ
F
『
物
価
史
』
第
一
巻
、
藤
塚
訳
、
三
九
四

ペ
ー
ジ
〉
、
ロ

1
ダ
l
デ
I
ル
が
「
商
業
の
拡
大
の
出
現
の
な
か
に
何
か
異
常

な
も
の
」
が
存
在
す
る
と
い
う
場
合
、
当
然
こ
う
し
た
商
業
投
機
が
念
頭
に
置

か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
ホ
i
ナ

I
、
ソ

1
ン
ト
ン
と
共
に
一
入
一

O
年
の
地
金
委
員
会
報
告
の
起
草
者
の
一
人
で
あ
っ
た
W
・
ハ
ス
キ
ッ
ス
ン

も
、
同
年
に
出
版
し
た
吋
営
南
署
包
h
s
s
言
寄
誌
な
h
H
芯
色
町
、
之
江
ミ
叫
言

。
」
、
。
足
、
室
、
、

S
ミ
句
H
a
H
G
t
ぬ
芯
弘
、
H
b
遣
な
偽
札
一
に
お
い
て
、
「
こ
の
二
年
聞
に

生
じ
た
多
く
の
投
機
は
:
:
:
恐
ら
く
、
わ
が
国
の
通
貨
の
価
値
の
減
少
に
:
:
:

主
と
し
て
基
づ
い
て
い
た
」
(
句
i
E
R
b
E
ミ
司
・
同

E
紅
白
書

L
∞2
・
4
0
】・ア

司・

5
6
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
翌
一
八
一
一
年
に
は
次
の
よ
う
な
演
説
を
お

こ
な
っ
た
。
「
現
在
の
状
態
の
下
で
は
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
で
あ
れ
誰
で
あ

二
五
七



ロ
ー
ダ

l
Jア
l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
(
二
)

れ
、
資
金
を
前
貸
す
る
も
の
は
、
投
機
の
共
犯
者
で
あ
る
。
:
:
:
大
き
な
害
悪

は
、
信
用
が
極
め
て
容
易
に
獲
得
出
来
た
こ
と
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
勺
あ

る
。
自
己
の
資
本
を
こ
え
て
拡
張
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
旧
来
の
イ
ギ
リ
ス

商
人
が
、
信
用
が
得
ら
れ
る
限
り
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
狂
気
じ
み
た
投

機
家
の
一
群
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
極
め
て
少
額
の
資
本
し
か

も
た
ぬ
人
々
が
、
実
力
の
あ
る
人
々
を
い
ま
や
凌
駕
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
結
果
、
投
機
が
最
下
級
の
商
品
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
を
御
存
知
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
商
業
は
従
来
こ
の
国
に
お
い
て
み
ら
れ
な
か
っ

た
よ
う
な
大
仕
掛
の
か
け
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
」
(
松
尾
太
郎
『
近

代
イ
ギ
リ
ス
国
際
経
済
政
策
史
研
究
同
一
九
七
三
年
、
-
八
三

l
一
八
四
ペ

ー
ジ
に
引
用
)
。

(
引
品
〉
ヴ
ア
イ
ナ
I
は
、
一
八
一
九
年
の
免
換
再
開
決
定
以
降
生
じ
た
物
価
下

務
の
な
か
で
、
「
イ
ン
フ
レ
期
に
は
金
属
本
位
へ
の
復
帰
が
望
ま
し
い
と
主
張

し
て
い
た
熱
心
な
ブ
リ
オ
ニ
ス
ト
た
ち
の
う
ち
で
、
あ
る
者
は
い
ま
や
通
貨
論

争
に
関
し
て
活
動
を
や
め
、
ま
た
不
活
発
で
あ
っ
た
。
ホ
イ
l
ト
リ
ー
や
ロ
ー

ダ
1
デ
!
ル
と
い
っ
た
人
た
ち
は
物
価
下
落
に
直
面
す
る
と
、
限
平
価
で
の
金

属
本
位
へ
の
積
帰
に
対
す
る
彼
ら
の
以
前
の
熱
情
を
失
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る

が
(
〈
山
口
o
p
。
予
丸
町
J
H
Y

ミ
也
、
ロ
ー
ダ
1
デ
l
ル
は
す
で
に
一
八
一
三
年

に
、
「
わ
れ
わ
れ
は
旧
本
位
を
回
復
す
る
と
い
う
考
え
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
(
@
河
建
芯
寄

S
Eミ
雪
ミ
な
お
ア
唱
・
白
日
〉
。

(
お
)
ロ
ー
ダ
I
デ
l
ル
は
、
先
換
再
開
を
決
定
し
た
一
八
一
九
年
の
ピ

I
ル

条
例
に
反
対
し
た
が
、
そ
の
根
拠
の
一
つ
は
、
一
八
一
六
年
の
造
幣
規
制
の
変

更
に
よ
っ
て
「
銀
貨
と
金
貨
と
の
内
在
価
値
の
不
均
衡
」
が
生
じ
た
こ
と
で
あ

っ
た
(
@
、
き
な

awH∞
巳
ム

ye。
そ
し
て
リ
カ
ー
ド
ウ
は
、
こ
う
し
た
ロ
ー

ダ
l
デ
l
ル
の
主
張
を
「
こ
れ
は
今
や
正
貨
支
払
制
限
の
継
続
を
弁
護
す
る
口

二
五
八

突
で
あ
り
ま
す
」
と
批
判
し
た
が
ハ
ヨ
口
問
ι0・
噌
司
。
込

pds--〈回目
H
-
-
y
u
・中

野
正
監
訳
司
リ
カ
ー
ド
ウ
全
集
』
第
八
巻
、
-
二
ペ
ー
ジ
〉
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
後
述
。

補

論

ロ

I
ダ

l
Jア
l
ル
と
産
業
革
命
1

1
出
誌
な

な
志
向
吉
SHaL「白円円号、也
3
b
-刊
の
高
ミ
切
ミ
芯

S-

S

H

F
同

8
5
Sミ
詰
円
同
臼
巴
し
「
H
F
司
町
民
同
市

w
qミロ
P

H

∞C
叫
に
つ
い
て
|
|

本
書
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
合
併
以
降
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
経
費
を
賄
う
た
め

ιイ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

借
入
を
す
る
と
い
う
慣
行
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
不
在
地
主
に
よ
る
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
送
金
の
増
大
と
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
製

造
業
に
与
え
る
影
響
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
ー
ダ

l
デ

l
ル
は
こ
う

論
ず
る
。

す
な
わ
ち
、
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
令
併
、
ま
た
合
併
以
降
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
サ

i
ヴ
ス
の
た
め
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
借

入
を
す
る
と
い
う
制
度
が
生
ぜ
し
め
る
に
ち
が
い
な
い
財
産
の
配
分
状

態
」
に
よ
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
製
造
業
者
は
「
差
し
迫
っ
た
危
険
」

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
〈
@
g
・
ミ
♂
司

3
。
そ
し
て
、
こ
の
財
産
の
分
配
の

変
化
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
不
在
地
主
へ
の
送
金
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
経
費
の
た
め
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
の
借
入
れ
に
対
す
る
利
子
の
送
金
と

に
よ
っ
て
も
た
、
り
さ
れ
る
。
こ
の
送
金
額
は
現
在
で
は
年
四
三
九
万
ポ
ン

ド
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
の
借
入
れ
が
増
加
す
れ
ば



-P9ピ
ユ

1
b

当
然
に
そ
れ
は
増
加
す
る
。
で
は
、
?
」
れ
程
巨
額
の
貢
納
は
ど
の
よ

う
に
送
金
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
こ
の
貫
納
は
そ
れ
を
受
け
と
る
わ
が
国

の
利
害
に
対
し
て
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
の
か
」
(
@
H
F
h
t
・-
3・H
N
ー

エY
現
在
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
経
費
の
た
め
の
貸
付
に
よ
る
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
か
ら
の
送
金
が
存
在
す
る
か
ら
、
次
の
よ
う
な
事
態
に
は
な
っ
て

な
い
が
、
こ
の
貸
付
が
な
く
な
れ
ば
、
こ
う
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の

巨
額
の
送
金
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
為
替
相
場
を
下
落
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
製
造
業
の
競
争
力
を
強
め
、
結
局
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
製

造
品
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
輸
出
の
増
加
を
招
来
し
、
送
金
が
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
か
ら
の
製
造
品
輸
出
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
で

あ
ろ
、
7
(
@句
史
札
よ
咽
U
・s
-
N
C。
確
か
に
、
「
た
と
え
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
製

造
業
者
が
こ
う
し
た
送
金
の
必
嬰
に
よ
っ
て
円
為
替
相
場
が
不
利
に
な

り
〕
奨
励
を
受
け
る
と
し
て
も
、
彼
ら
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
内
市
場
に

入
り
込
み
う
る
と
想
像
す
る
こ
と
は
、
ブ
リ
テ
ン
製
造
業
者
の
熟
練
と
資

本
と
の
優
越
性
に
対
す
る
根
拠
の
な
い
自
信
の
な
さ
を
示
し
て
い
る
と
、

あ
る
者
は
思
う
か
も
し
れ
な
い
」
が
、
こ
う
し
た
想
像
に
は
根
拠
が
あ
る

の
で
あ
る
(
⑥
H
F
R
・-
3・
N
!
日
∞
)
。

さ
て
、
以
上
の
ロ
ー
ダ
!
デ
!
ル
の
議
論
が
、
タ
ッ
カ

l
が
批
判
し
た

ヒュ

i
ム
の
貨
幣
数
量
説
(
自
働
的
調
節
機
能
論
)
に
依
拠
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
タ
ッ
カ

i
が
体
現
し
た
イ
ギ
リ
ス
産

業
資
本
の
新
段
階
は
、
こ
う
し
た
単
純
な
理
論
に
基
づ
く
イ
ギ
リ
ス
工
業

(
1〉

へ
の
悲
観
論
を
す
で
に
過
去
の
も
の
と
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ロ

ー
ダ
!
デ

i
ル
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
製
造
業
が
敗
退
す
る
と
考
え
る
理
由

ロ
ー
ダ
!
デ

l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
(
二
)

を
、
一
七
八
五
年
に
お
い
て
ピ
ッ
ト
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
提
議
に
関
し
て
な

さ
れ
た
証
言
に
主
と
し
て
求
め
て
い
る
。
ピ
ッ
ト
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
提
議

と
は
、
一
七
七

0
年
代
後
半
か
ら
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
反
英
運
動

(
日
義
勇
軍
運
動
、
英
貨
輸
入
反
対
盟
約
運
動
〉
の
高
揚
の
な
か
で
、
イ

ギ
リ
ス
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
対
す
る
従
来
の
重
商
主
義
的
植
民
地
政
策
の

改
変
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
対
応
策
の
一
っ
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
従
来
の
強
力
的
な
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
産
業
の
抑

圧
政
策
を
転
換
し
、
両
国
間
の
通
商
を
「
形
式
的
自
由
・
平
等
」
の
条
件

に
置
く
と
い
う
特
質
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
当
時
全
英
商
工
会

議
所
(
寸
冨
の
叩
口
四
円
回
目
。
伊
即
日

σ四
円
。
同
一
7
向
田
口
口
内
田
門
付
ロ
円
。
門
的
。
ご
凶
口
問
宮
口
円
。

に
結
集
し
て
い
た
産
業
資
本
は
、
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
側
の
譲
歩
に
反
対

し
、
両
国
の
競
争
条
件
の
実
質
的
平
等
化
を
要
求
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う

し
た
要
求
を
な
さ
し
め
た
根
底
の
理
由
は
「
イ
ギ
リ
ス
産
業
の
国
際
競
争

力
優
位
に
対
す
る
確
信
が
未
だ
動
揺
し
て
」
い
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
が

(
と
り
わ
け
、
陶
器
工
業
)
、
綿
工
業
も
か
か
る
提
議
は
ア
メ
リ
カ
戦
争

後
の
不
況
を
加
重
す
る
と
し
て
そ
れ
に
反
対
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

か
か
る
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
の
対
応
は
、
「
産
業
革
命
完
了
時
点
と
対
比

(
2
)
 

し
た
意
味
で
の
過
渡
性
」
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
ロ

i
ダ
l
デ

i
ル
が
引
用
し
た
、
ピ
ッ
ト
の
提
議
に
反
対
す

る
各
製
造
業
者
の
一
七
八
五
年
の
証
言
も
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。
村
絹
工
業
者
|
|
・
「
絹
工
業
は
単
純
な
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

ス

キ

ル

レ

イ

パ

ー

は
熟
練
よ
り
も
労
働
に
よ
り
依
存
し
て
い
る
」
。
口
ロ
パ

l
ト
・
ピ

l
ル

ハ
綿
工
業
者

)
1
1
「
私
が
重
要
だ
と
考
え
る
の
は
、
織
ヱ
の
熟
練
よ
り

二
五
九



ロ
ー
ダ

i
デ

l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
(
二
〉

イ
ソ
ダ
ス
ト
リ

も
勤
勉
さ
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
提
案
さ
れ
て
い
る
決
議
案
に
よ
っ

ア
ー
ト
イ
ン
ジ
エ
ヌ
イ
テ
イ

て
被
害
を
、
つ
け
る
で
あ
ろ
う
製
造
業
者
の
多
く
は
、
技
術
や
発
明
の
才
に

依
存
す
る
の
で
は
な
く
て
、
単
に
勤
勉
に
依
存
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か

ら
で
あ
る
」
。
「
私
は
(
そ
し
て
綿
工
業
に
従
事
す
る
き
わ
め
て
多
数
の
者

も
そ
う
だ
と
信
ず
る
が
〉
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
移
る
つ
も
り
で
あ
る
」
。
ロ

ー
ダ

l
デ

I
ル
は
こ
う
し
た
証
言
か
ら
、
「
製
造
業
の
完
成
は
機
械
に
よ

っ
て
製
造
業
者
の
作
業
を
出
来
る
だ
け
単
な
る
労
働
の
発
揮
に
引
下
げ
る

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
程
度
の
改
良
は
す
で
に
大
分
前
に
こ
れ
ら
の

部
門
〔
1
毛
織
物
・
綿
織
物
・
絹
織
物
〕
で
達
成
さ
れ
て
し
ま
っ
て
お

り
」
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
以
上
の
改
良
は
現
在
な
さ
れ
て
い
な
い
と
主
張

す
る
。
更
に
彼
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
の
資
本
と
熟

練
と
の
移
転
の
可
能
性
、
な
ら
び
に
綿
工
業
に
し
て
も
綿
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
生
産
物
で
は
な
く
、
「
大
プ
リ
テ
ン
は
綿
を
獲
得
す
る
う
え
で
特
別
な

便
を
有
し
て
い
な
い
」
こ
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
の
敗
退
を
も
た
ら
す
要

因
だ
と
考
え
る
(
⑧
同
忠
弘

J
3・M
タ
忠
弘
∞
-
U
H
-

品目)。

確
か
に
、
一
七
八
五
年
の
段
階
で
は
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
は
さ
ま
ざ
ま

の
利
害
対
立
を
含
み
つ
つ
も
、
「
国
際
競
争
力
優
位
に
対
す
る
確
信
が
未

だ
動
揺
し
て
」
い
た
陶
器
工
業
の
主
導
の
下
に
会
英
商
工
会
議
所
に
結
集

し
、
綿
工
業
も
同
一
の
理
由
で
は
な
い
に
せ
よ
、
先
に
み
た
ピ
ッ
ト
の

(
3
)
 

提
議
に
反
対
し
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
ロ
ー
グ

l
デ

l
ル
の
貨
幣
数
量
説

に
基
づ
く
悲
観
論
は
一
七
八
五
年
に
お
い
て
な
ら
ば
理
由
が
な
く
も
な
い

|
|
但
し
、
先
進
国
と
後
進
国
と
の
国
際
分
業
論
を
そ
の
な
か
に
組
み
入

れ
、
「
外
国
の
保
護
体
制
に
対
し
あ
る
程
度
の
容
認
な
い
し
譲
歩
を
な
し

二
六

O

(
4
)
 

う
る
程
度
の
、
成
熟
し
た
」
自
由
貿
易
論
を
唱
え
た
、
タ
ッ
カ
!
の
『
第

一
論
説
』
の
執
筆
は
一
七
五
八
年
と
推
定
さ
れ
る
|
|
。
と
こ
ろ
が
、

同
3
H
h
H
b
H
F
同

議

員

3

ミ
R
E
Z
3
の
出
版
は
一
八

O
五
年
な
の
で
あ
り
、

一
七
八
六
年
に
は
全
英
商
工
会
議
所
は
分
裂
し
、
ま
た
一
八

O
一
年
に
は

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
合
併
が
実
現
し
、
こ
の
間
に
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
の
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
政
策
は
綿
工
業
の
利
害
を
貫
徹
す
る
形
で
転
換
を
と
げ
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
一
七
九

0
年
代
後
半
に
は
綿
工
業
の
各
工
程
に
お
い
て

「
画
期
的
な
技
術
革
新
が
進
展
し
」
(
具
体
的
に
は
、
紡
績
工
程
に
お
け

る
ミ
ュ

l
ル
紡
績
機
の
改
良
・
鋳
鉄
製
化
・
大
型
化
・
蒸
気
機
関
と
の
結

合
、
織
布
工
程
に
お
け
る
工
賃
切
下
げ
、
仕
上
工
程
に
お
け
る
化
学
漂
白

の
改
良
・
ロ
ー
ラ
ー
捺
染
)
、
価
格
切
下
げ
と
製
品
多
様
化
と
が
実
現
さ

れ
、
同
時
に
輸
出
依
存
度
を
増
大
さ
せ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
輸
出

増
大
は
自
由
貿
易
主
義
を
招
来
し
、
綿
工
業
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
合
併
を
推

進
し
た
|
|
つ
ま
り
、
自
由
貿
易
主
義
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
貿
易
へ
の
適
用

|
|
。
と
こ
ろ
が
毛
織
物
工
業
(
特
に
統
毛
工
業
)
は
、
付
イ
ギ
リ
ス
羊

毛
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
の
輸
出
禁
止
の
解
除
は
イ
ギ
リ
ス
毛
織
物
工
業
の

原
料
難
を
も
た
ら
す
、
口
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
土
地
・
労
賃
・
税
の
安
価
さ
は

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
毛
織
物
工
業
の
競
争
力
を
強
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
、
と

い
っ
た
「
旧
態
依
然
の
重
商
主
義
的
保
護
主
義
」
の
立
場
か
ら
ア
イ
ル
ラ

(
5
)
 

ン
ド
合
併
に
反
対
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
事
実
が
示
す
よ
う
に
綿

工
業
の
主
張
が
貫
徹
し
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
線
工
業
は
自
己
の
生

産
力
的
優
位
を
前
提
に
競
争
条
件
の
形
式
的
平
等
性
を
許
容
し
、
は
っ
き



り
と
自
由
貿
易
主
義
の
立
場
に
た
ち
、
こ
の
立
場
を
国
の
政
策
に
な
さ
し

め
た
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
綿
工
業
は
|
|
一
八
二
三

年
ま
で
一

O
M関
税
が
許
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て

1
l対
仏
戦
争
中
は
繁

栄
を
示
し
た
が
、
細
番
手
を
中
心
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
綿
糸
の
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
へ
の
輸
出
は
増
加
し
た
し
、
ま
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
綿
製
品
の
イ
ギ
リ
ス

市
場
へ
の
輸
出
も
大
き
な
意
義
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し

て
、
戦
争
後
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
綿
工
業
は
表
退
傾
向
を
示
し
、
一
八
二
五

年
恐
慌
に
伴
う
イ
ギ
リ
ス
綿
製
品
の
投
売
に
よ
る
打
撃
を
機
と
し
て
、

「
力
織
機
の
採
用
と
自
動
ミ
ュ

l
ル
の
実
用
化
に
象
徴
さ
れ
る
こ
の
時
期

の
イ
ギ
リ
ス
綿
工
業
の
生
産
力
の
向
上
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
綿
工
業
を
窒

(
6〉

息
さ
せ
て
い
っ
た
」
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
一
五
年
穀
物
法
制
定

時
に
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
自
給
の
「
本
質
的

(
7〉

な
鍵
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
う
し
た
経
緯
の
な
か
で
、
貨
幣
数
量
説
に
基
づ
い
て
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
製
造
業
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
製
造
業
の
圧
倒
を
予
想
し
、
そ
れ
を

「
差
し
迫
っ
た
危
険
」
と
呼
ん
だ
ロ

l
ダ
l
デ

l
ル
の
主
張
は
、
産
業
革

命
の
進
展
が
も
た
h

り
し
た
生
産
力
の
上
昇
を
十
分
に
認
識
す
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
エ
ジ
ン
パ
ラ
・
レ
ヴ
ュ

l
誌
』
に

掲
載
さ
れ
た
本
書
に
対
す
る
書
評
は
、
ロ
ー
ダ

l
デ

l
ル
の
主
張
を
「
イ

〈

8
〉

ギ
リ
ス
製
造
業
者
の
独
占
の
た
め
の
弁
論
」
だ
と
非
難
し
た
が
、
問
題
は

む
し
ろ
、
「
イ
ギ
リ
ス
製
造
業
者
の
独
占
」
を
も
た
、
り
し
た
産
業
革
命
に

よ
る
生
産
力
上
昇
に
、
ロ
ー
ダ

l
デ

l
ル
が
な
に
ゆ
え
に
十
分
な
信
を
置

(
9〉

か
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。

ロ
i
ダ
l
デ

l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
合
口

さ
て
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
ロ
ー
ダ
!
日
ア

l
ル
は
利
潤
の
生
産
力
説
を

唱
え
、
富
を
増
加
さ
せ
る
う
え
で
の
分
業
に
対
す
る
機
械
の
優
越
性
を
主

張
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
ロ

l
ダ
l
デ

i
ル
の
主
張
は
、
ス
ダ
ー
ク

に
よ
っ
て
、
「
産
業
革
命
は
資
本
と
労
働
と
の
関
係
を
全
面
的
に
か
え
て

し
ま
っ
た
。
:
:
:
資
本
|
|
い
ま
や
主
と
し
て
固
定
資
本
ー
ー
は
も
は
や

自
立
的
な
労
働
者
に
つ
か
え
る
附
属
品
で
は
な
く
、
む
し
ろ
従
属
的
な
労

働
者
が
資
本
に
つ
か
え
る
附
属
品
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ダ

l
デ

l
ル
の
『
研

究
』
一
〔
1
町
公
富
論
』
〕
は
あ
き
ら
か
に
そ
の
お
お
き
な
変
化
を
反
映
し
て

〔

m)

い
る
」
、
と
評
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ロ

l
ダ
l
デ

l
ル
は
、

「
製
造
業
機
構
の
完
成
は
、
機
械
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
商
品
の
生

産
に
お
い
て
可
能
な
か
ぎ
り
多
く
の
種
類
の
作
業
の
遂
行
を
結
合
し
包
摂

す
る
こ
と
」
で
あ
り
お
〉
、
三
洋
富
島
F
Z
H
E
-
-
司
-
M

由
。
、
ま
た
「
労
働

に
と
っ
て
代
わ
る
う
え
で
の
資
本
の
充
用
の
完
成
は
、
例
外
な
く
、
あ
る
瞬

間
に
遂
行
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
セ
ス
の
数
に
存
す
る
」

(
G
S号
、

Eー

さ
ま
相

8
・
g
l
g〉
と
述
べ
、
こ
う
し
た
機
械
の
使
用
は
労
働
者
の
賃
金

の
支
払
い
を
減
少
さ
せ
る
か
ら
、
機
械
は
商
品
の
「
価
格
を
引
下
げ
、
そ

し
て
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
需
要
の
増
加
を
う
み
だ
し
汁
販
売
を
拡

大
す
る
と
論
じ
た
ハ
@
、
哀
史
片
言
E
R
F
H弘

E
J司
-
M

∞δ
。
で
は
、
ス
タ
ー

ク
の
先
の
評
価
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
ー
ダ
l
デ

l
ル
が
産
業
革
命
に
よ

る
生
産
力
上
昇
に
信
を
置
か
な
か
っ
た
究
極
の
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
ロ
ー
ダ
!
日
ア

i
ル
が
理
想
と
し
た
財
産
の
分
配
状
態
と
関
係

し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
@
』

U
S丘
町
在
S
N
H
M
H

・

Haa-

に
お
い
て
、
い
か
な
る
財
産
の
分
配
が
富
の
増
大
に
最
も
適
し
て
い
る
の

二
六



ロ
ー
ダ

i
デ

l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
会
一
)

か
を
論
じ
、
「
財
産
の
大
き
な
不
平
等
」
は
「
社
会
の
富
の
増
加
に
対
す

る
主
要
な
障
害
」
で
あ
る
と
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
小
財
産
が
社
会
全

体
に
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
宮
の
増
大
を
最
も
推
進
す
る
と
し
た
(
己
・

@
L
亘弘
J
E
E
-
-
司
ピ
巴
。
と
い
う
の
は
、
「
大
財
産
の
所
有
者
は
彼
ら
の

習
慣
か
、
り
し
て
、
自
分
た
ち
が
お
こ
な
う
べ
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
決
し

て
な
い
・
労
働
に
と
っ
て
代
わ
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
、
支
出
を
し
よ

う
と
は
お
よ
そ
考
え
つ
か
な
い
」
の
に
対
し
て
、
小
財
産
の
所
有
者
は
み

ず
か
ら
が
労
働
し
、
そ
の
た
め
に
、
か
れ
が
い
糾
「
労
働
に
と
っ
て
代
わ

っ
た
り
、
労
働
を
遂
行
し
た
り
す
る
新
方
法
を
発
見
す
る
」
か
ら
で
あ
る

(口町・@片足
k
・・

H
a
o
p
-
甘
・
公
安
@
。
宏
司
E
ミ
富
ア
唱
・
誌
〉
。
つ
ま
り
、
ロ
ー

ダ
l
デ

i
ル
に
と
っ
て
は
、
宮
を
増
加
さ
せ
る
う
え
で
は
機
械
H
資
本
が

分
業
よ
り
も
優
越
し
た
役
割
を
果
し
、
ま
た
、
資
本
は
労
働
に
と
っ
て
代

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
用
な
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
に
と
っ
て
代
わ
る
た

め
の
「
新
方
法
」

i
l機
械
の
発
明
e
iー
を
生
ぜ
し
め
る
可
能
性
が
最
も

大
き
い
と
こ
ろ
の
財
産
の
分
配
が
、
富
の
増
加
に
最
も
適
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
疎
か
に
、
ロ
ー
ダ

i
デ

l
ル
の
い
う
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
小
財

産
の
社
会
全
体
へ
の
広
ま
り
は
、
「
民
富
」
の
一
般
的
形
成
を
前
提
と
し

た
中
産
的
生
産
者
層
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
所
有
者
へ
の
転
化
を
生
ぜ

し
め
、
広
大
な
国
内
市
場
を
背
景
に
し
た
産
業
資
本
の
成
長
を
可
能
に
さ

〈
日
)

せ
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
産
業
資
本
の
成
長
は
生
産
者
か
ら
の
生
産
手
段

の
歴
史
的
分
離
過
程
で
あ
る
原
始
蓄
積
を
遂
行
す
る
こ

ιに
よ
っ
て
お
こ

な
わ
れ
、
そ
の
結
果
た
る
産
業
革
命
に
よ
っ
て
産
業
資
本
は
確
立
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
ロ
ー
ダ
!
日
ア

1
ル
が
富
の
増
加
に
最
も
適
合
的
で
あ

ニ山ハ

る

ιし
た
小
財
産
の
社
会
全
体
へ
の
広
ま
り
は
、
そ
れ
が

1
1原
始
蓄
積

日
産
業
資
本
の
成
長
を
通
じ
て
|
|
富
を
増
加
さ
せ
る
な
か
で
、
結
果
的

に
み
ず
か
ら
を
否
定
す
る
(
す
な
わ
ち
、
独
立
生
産
者
の
両
極
分
解
と
資

本
日
賃
労
働
関
係
の
確
立
)
。
そ
し
て
、
ロ
Ta--
ダ
l
dア
l
ル
の
時
代
は
す

で
に
産
業
革
命
の
進
行
が
本
格
化
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
彼
が
理
想
と

し
た
財
産
の
分
配
は
崩
壊
し
つ
つ
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
下
層
階
級
の
貧

困
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
マ
ル
サ
ス
『
人
口
論
』
は
そ
の
初

版
が
一
七
九
八
年
に
発
表
さ
れ
て
い
た
し
、
ま
た
@
同
札
誌
な
H
b
H
F向

遠
白
昌
ミ
-
白
円
叫
宮
、
町
立
が
出
版
さ
れ
た
一
八

O
五
年
に
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ホ

ー
ル
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
で
は
国
民
は
富
者
な
ら
び
に
貧
者
の
二
階

級
に
わ
か
れ
て
お
り
、
国
民
の
一

O
分
の
八
を
占
め
る
貧
者
階
級
は
彼
ら

自
身
が
生
産
す
る
労
働
生
産
物
の
八
分
の
一
し
か
消
費
し
て
い
な
い
、
と

現
状
を
把
握
し
、
財
産
一
は
ー
そ
の
所
有
者
に
お
い
て
は
ァ
郎
ジ
郎
君
ず
あ
り
、

デ
プ
ヲ
a
イ
シ
冨

y

(

ロ)

非
所
有
者
に
お
い
て
は
剥
奪
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
ロ
ー
ダ

l
デ

i
ル
の
い
う
富
の
増
加
に
最
も
適
合
し
た
財
産
の
分
配

は
、
す
で
に
鋳
鉄
製
ミ
ュ

i
ル
を
も
ち
、
ま
た
動
力
と
し
て
蒸
気
機
関
を

据
え
た
機
械
制
工
場
が
生
み
だ
す
爆
発
的
な
富
の
増
加
の
歴
史
的
前
提
で

は
あ
り
え
で
も
、
も
は
や
そ
の
現
実
的
基
盤
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
彼
に
と
っ
て
は
、
財
産
の
分
配
の
変
化
は
政
治
制
度
の
変
化
を
招

来
す
る
原
因
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
に
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
こ
の
場
合
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
ロ
ー
ダ

l
デ

i
ル
は
対
仏
戦
争
中

に
は
、
財
産
の
分
配
の
変
化
の
原
因
を
も
っ
ぱ
ら
ピ
ッ
ト
内
閣
(
な
ら
び

に
そ
の
後
の
諸
内
閣
〉
に
よ
る
戦
争
遂
行
の
た
め
の
経
済
諸
政
策
(
す
な



わ
ち
、
公
債
増
発
・
重
税
・
不
換
制
度
に
基
づ
く
紙
券
の
過
剰
発
行
)
に

の
み
帰
せ
し
め
、
こ
う
し
た
経
済
政
策
の
背
後
で
進
行
し
、
ま
た
財
産
の

分
配
を
大
き
く
変
化
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
産
業
革
命
と
い
う
現
実
に
は
言
及

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ロ

l
ダ

l
デ

l
ル
は
、
産
業
革
命
の

進
展
か
ら
二
重
に
目
を
そ
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に

は
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
発
展
に
よ
っ
て
変
化
さ
せ
ら
れ
る
財
産
の
分

配
を
彼
が
守
ろ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
二
に
は
、
こ
の
財
産
の
分

配
の
変
化
の
原
因
を
も
っ
ぱ
ら
人
為
的
な
も
の

'
1
1
つ
ま
り
、
戦
争
の
た

め
の
経
済
誇
政
策
|
|
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
に

こ
そ
、
彼
が
産
業
革
命
に
よ
る
生
産
力
上
昇
に
十
分
な
信
を
置
か
な
か
っ

ハ泊〉

た
究
極
の
理
由
が
存
在
す
る
。

〈
1
〉
小
林
昇
『
経
済
学
史
著
作
集
』
第
四
巻
、
「
重
商
主
義
の
解
体
」
第
一
一
一
章

第
一

i
三
節
参
照
。

(

2

)

以
よ
は
、
松
尾
太
郎
、
前
掲
書
、
第
二
章
第
一
節
に
全
面
的
に
依
拠
し

た。
(
3
〉
ピ
ッ
ト
は
こ
う
し
た
反
対
に
直
面
し
て
、
一
七
八
五
年
五
月
一
一
一
日
に
、

全
英
商
工
会
議
所
に
結
集
し
た
産
業
資
本
の
主
張
を
「
完
全
に
満
た
」
す
追
加

提
議
を
お
こ
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
反
対
を
招

き
、
結
局
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
は
こ
の
提
議
の
議
会
へ
の
提
案
を
取
下
げ
た
の

で
あ
る
〈
松
尾
太
郎
、
前
掲
書
、
}
-
七
|
一
-
八
ペ
ー
ジ
)
。

(

4

)

小
林
昇
司
著
作
集
』
第
四
巻
、
一
四
一
ペ
ー
ジ
。

(

5

)

松
尾
太
郎
、
前
掲
書
、
第
三
章
第
四
節
三
を
参
照
。
な
お
、
綿
糸
・
線

製
品
の
輸
出
、
羊
毛
糸
・
羊
毛
製
品
の
輸
出
は
第
四
表
の
よ
う
に
変
化
し
た
。

ハ
6
)

松
尾
太
郎
、
前
掲
書
、
第
三
章
第
四
節
酒
を
参
照
。

ロ
ー
ダ

l
デ

l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
会
一
〉

糸・綿製品

羊毛糸・羊毛製品

綿

(qrs) 

年度 IWhe川町 loa山 meal

1800 749 2，411 

1805 84，087 203，202 

1810 126，388 492，741 

1815 189，544 597，537 

1820 403，407 916，251 

(松尾，前掲書， 288ページ〉

〈松尾，前掲書.277ベージ〉

第五表

(
7
〉
例
え
ば
、

w-
エ
リ
オ
ッ
ト
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
「
ブ
リ
テ
ン
帝
国
の
た

め
の
も
"
っ
と
も
肥
沃
で
豊
か
な
穀
倉
」
と
述
べ
た
し
、
H
・
パ
l
ネ
ル
も
、
潜
在

的
に
は
こ
の
国
が
「
大
プ
ロ
テ
ン
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
南
部
の
穀
倉
」
た

り
う
る
と
み
な
し
た
の
で
あ
っ
た
(
ロ
戸
切

o
E
目
E
p
n
o
s
-
n
E
F
E藷
I

苦
雪
E
H
M
1
b
G

号
。
き
言
.
町
、
ミ
号
な
句
。
¥
同
窓
な
ミ

h
宮
崎
、
喜
連
お
な

H

曲』
h
l

N
佃

8
・
5吋
4
・唱

-MS。
そ
し
て
、
合
併
以
降
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
大
プ
ザ
テ

ン
へ
の
農
産
物
輸
出
は
第
五
表
の
よ
う
に
急
増
し
た
。

ハ
8
〉
同
引
町
史
認
定
、
h
陸
、

3.s・
3-.1・
g・
u・
5
c
m
h・M
U
D
-
傍
点
は
原
文
。

(
9
〉
ロ
ー
ダ
l
デ
i
ル
は
@
与
湿
な
さ
守
旧
同
誌
な
同
窓

bEnHhah
珪
号
言

。L
『
怠
偽
師
』
誌
な
苦
・
吾
、
芯
ぬ

h
。
号
、
、
遺
書
ミ
。
¥
i『室崎町
F
H∞ou
に
お
い
て
、
イ

二
六



ロ
ー
ダ

l
デ
!
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
会
一
)

ギ
リ
ス
綿
製
品
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
お
い
て
イ
ン
ド
綿
製
品
を
圧
倒
し
つ
つ

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
戦
争
が
終
れ
ば
こ
う
し
た
傾
向
は
更
に
強
ま
る
と
予
想

し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
原
因
と
し
て
「
イ
ギ
リ
ス
綿
工
業
の
大
改
良
」
を
あ

げ
、
具
体
的
に
は
「
模
様
の
よ
さ
と
価
格
低
下
と
が
も
た
ら
す
優
越
性
」
を
述

べ
、
更
に
「
イ
ギ
ザ
ス
が
そ
の
気
候
上
供
給
し
え
な
い
原
材
料
の
生
産
に
お
い

て
役
立
つ
よ
う
な
、
ま
た
、
そ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
製
造
業
者
の
繁
栄
を
助
け
る

よ
う
な
新
し
い
方
向
に
、
イ
ン
ド
産
業
が
転
換
さ
れ
る
」
べ
き
こ
と
を
消
極
的

に
な
が
ら
提
案
し
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
内
部
で
の
分
業
体
制
の
再
編
・
確
立
の
意

図
を
示
し
た
(
@
。
。
苦
ミ
韮
S
H
。H.hsミ

P
3・3
r
H
4
0
・
口
ω
l
H
4品
一
ぇ
・

③
H
F
ミ
J

司
・
忠
明
〉
。
と
こ
ろ
が
同
時
に
、
ロ
ー
ダ

1
デ
i
ル
は
、
現
在
の
東

イ
ン
ド
会
社
の
イ
ン
ド
で
の
巨
額
の
負
債
を
利
子
率
の
低
い
イ
ギ
リ
ス
に
移
せ

ば
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
か
ら
送
ら
れ
て
い
た
貢
納
と
東
イ
ン
ド
会
社
の
社
員
の

財
産
と
に
加
え
て
、
巨
額
の
利
子
も
イ
ギ
リ
ス
に
送
金
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

か
か
る
送
金
に
よ
っ
て
為
替
相
場
が
イ
ン
ド
に
不
利
に
な
り
、
「
近
年
内
外
の

あ
ら
ゆ
る
市
場
に
お
い
て
、
そ
の
優
秀
さ
と
安
価
さ
と
の
点
で
、
イ
ン
ド
織
物

を
打
破
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
可
能
に
さ
せ
た
、
機
繊
の
充
用
上
の
あ
ら
ゆ
る

ス
キ
ル
デ
グ
ス
テ
エ
リ
テ
イ

熟
練
と
巧
妙
さ
と
は
何
の
役
に
も
た
た
な
く
な
る
」
と
主
張
し
た
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
「
負
債
の
移
転
と
送
金
の
必
要
と
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
る

財
産
の
人
為
的
な
配
分
状
態
が
も
た
ら
す
に
ち
が
い
な
い
過
酷
な
事
態
は
、
い

か
な
る
熟
練
を
も
っ
て
し
で
も
わ
が
国
製
造
業
者
に
安
全
を
与
え
る
こ
と
を
不

可
能
に
す
る
」
と
、
再
び
貨
幣
数
量
説
に
基
づ
い
て
イ
ギ
リ
ス
綿
工
業
の
敗
退

を
予
想
す
る
の
で
あ
る
(
⑧

L3R・
8
Nお
!
ピ
M
M
M
企
一
三
・
4
『
・
』
・
出
向

Z
♂

匂
ミ
ミ
S

R
言
。
遺
符
忌
霊
h
迂

s
k
h
a
ミ
Q
H窓口
i
H旬
a
-
H
U叶
印

-nF8・

3
。

(

M

N

)

W

・
ス
タ
I
ク
『
社
会
発
展
と
の
関
連
に
お
け
る
経
済
学
出
入
』
(
杉
山
忠

平
訳
〉
、
六

0
ペ
ー
ジ
。

二
六
四

(
日
)
ロ
ー
ダ
l
デ
I
ル
の
次
の
文
章
を
再
度
引
用
し
た
い
。
「
富
の
適
当
な
る

分
配
〔
H
小
財
産
が
社
会
全
体
に
ひ
ろ
ま
る
こ
と
〕
は
、
国
内
市
場
に
お
い
て

た
え
ず
増
進
す
る
需
要
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
富
裕
の
増
加
を
保
証
し
、

ま
た
、
そ
の
習
慣
か
ら
し
て
労
働
に
と
っ
て
代
わ
る
と
い
う
欲
望
が
生
じ
そ
う

な
人
々
に
そ
れ
を
実
行
す
る
力
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
効
果
的
に
富

裕
の
増
加
を
保
証
す
る
」
(
@
』
usp.n
塁
E
~
$
L巳

o
P
・
S
・ピ
U
8
0〉。

(
昭
)
わ
戸
わ

HHhR-oω
出血ロ・

MJ』町内
N-dqH旬。
¥nhs.RNRNHな
お
。
3
ミ定、。。』守目、

宮
同
刊
号
。
b
S
3
ω
H
Q
H
2
・
5

8
・
E
・
M
L
H
∞・

8
・
(
松
浦
要
訳
、
回
、
八
九
、

五
て
へ
l
ジ
。
但
し
訳
文
は
変
更
。
)
そ
し
て
、
機
械
に
対
す
る
労
働
者
の
暴

動
は
一
八
世
紀
末
か
ら
頻
繁
化
し
て
い
た
し
、
一
八

O
二
年
に
は
最
初
の
工
場

法
が
制
定
さ
れ
て
い
た
。

(
日
)
ロ
ー
ダ
l
デ
l
ル
は
一
八
一
八
|
一
九
年
に
わ
た
っ
て
、
綿
工
場
に

お
け
る
児
童
の
労
働
時
聞
を
制
限
す
る
の
0
2
。
ロ
司

R
g
q
巴
=
、
な
ら
び
に

煙
突
掃
除
に
児
童
を
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
の
E
B
S可
印

耳

2
H
U
O
Z

H
N
O
同
巳
巳
E
ロ
回
】
】
の
制
定
に
反
対
し
た
。
そ
し
て
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
う

し
た
立
法
は
「
労
働
は
自
由
に
放
任
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
経
済
学
の
大

原
則
」
に
反
す
る
し
、
ま
た
「
〔
綿
工
場
で
〕
児
童
が
健
康
を
害
す
る
ほ
ど
長

時
間
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
主
張
は
根
拠
が
な
く
」
、
彼
ら
は
ご
般
の
児

童
と
同
程
度
に
健
康
で
」
あ
り
、
そ
し
て
労
働
が
自
由
に
放
任
さ
れ
れ
ば
「
労

働
時
間
は
雇
用
者
と
被
雇
用
者
と
の
間
で
適
当
に
決
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と

述
べ
た
〈
N
U
ぬ
と
な
宮
室
芯
ミ

k
S
Q
H
E
喝
さ
-
-
H
H
H
i
F
E
Y
日芯・
4
8
・町田口〉。

児
童
労
働
に
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
を
適
用
せ
ん
と
す
る
こ
う
し
た
ロ
ー
ダ
l
デ

ー
ル
の
主
張
の
形
式
性
は
、
工
場
に
お
け
る
児
童
労
働
の
実
態
を
無
視
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
ス
タ
l
p
の
い
う
・
産
業
革
命
に
よ
る
資
本
と
労
働
と
の
関
係

の
全
面
的
変
化
を
な
ん
ら
反
映
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な



ぃ
。
そ
し
て
ハ
モ
ツ
ド
夫
妻
は
、
こ
う
し
た
ロ
ー
ダ

l
デ
I
ル
の
主
張
に
基
づ

い
て
彼
を
「
悪
漢
守
口

E
回
ど
と
呼
ん
だ
の
で
あ
っ
た
Q
・F
・
8
品

開

R
g
s

出
血

g
g。
出
血
.
同
】
一
冊
、
な
き
~
Q
F
O
号
、
〉
司
・

5
5
。

円
未
完
〕

ロ
ー
ダ
l
デ
l
ル
に
お
け
る
経
済
と
政
治
ハ
ニ
〉

二
六
五




